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『中須川千本桜』〈提供：安八町役場 産業振興課〉
　　安八町を流れる中須川は、延長８kmの短い河川ですが、春を迎えるとその内の約３kmの両岸をおよそ千本の桜が薄桃色に染めます。　
　この千本桜は、地域のボランティアの手により長年にわたり手入れされ、毎年人々の目を楽しませています。

平成30年の皇太子殿下行啓を記念して、船頭平閘門に関わるコラム「船ちゃんのこぼれ話」の掲載を始めました。

船ちゃんのこぼれ話 第十話
ふね

薬
師
の
池
の
大
な
ま
ず
　（
安
八
町
大
森
）

　現在の赤煉瓦（JIS普通れんが）の寸法は、長さ×幅×厚さ＝210×100×60ｍｍ（図１）ですが、明治頃の寸

法は、年代による傾向があります。まずは、煉瓦製造の歴史のお話からです。

　日本での赤煉瓦は、第１号が安政4（1857）年頃に蘭人ハルデスが長崎で焼かせた煉瓦（220×104×39ｍ

ｍ）、第２号が慶応２（1866）年に仏人ヴェルニーが横須賀で焼かせた煉瓦（230×118×45ｍｍ）に始まり、

明治２（1869）年に英人ウォートルスが関西地区第1号として焼かせた煉瓦（195×120×55ｍｍ）等々と続い

ていきます。

　これら幕末・明治初期の寸法は、現在のものよりも平（図１参照）の面が大きく、厚さが薄いのが特徴です。こ

れは、技術的に厚く焼けなかったことと、指導者であった西洋人の手にあった寸法が導入されたからと考えられています。

　しかし、煉瓦は積む際に片手で持ち作業するため、片手でつかめる大きさ（幅）が必要です。そのため、日本人の手にあうように平の面を小さくし、厚

みを増す改良が加えられていきました。これにより、例外はあるものの、煉瓦は平の面が大きく薄い程年代が古い傾向になります。

　明治35（1902）年に完成した船頭平閘門に使われている煉瓦（222×106×56ｍｍ：令和２年実測平均）も、現在より平の面が大きく、薄めの寸

法となっています。

　最後に、最近の話題をひとつ。幕末の国内製造赤煉瓦は、従来、上記の長崎・横須賀の２つですが、その可能性が示唆されてきた場所のひとつに、薩

摩藩が極秘裏に建設した奄美大島の白糖工場がありました。平成27～29年の現地調査にて、慶応元（1865）年に奄美大島にて焼かれたと考えられ

る赤煉瓦（258×128×88ｍｍ）が見つかったのです。この時期として今までにない厚みの煉瓦です。海外産の煉瓦を見本に、素人が製造した感が否

めない品質ではあったようですが、ここへグラバー商会より派遣されていたのはウォートルスです。上記の関西第１号煉瓦や銀座煉瓦街に関わったあの

人物です。

　この厚みは？　国産第2号？　これからの研究が楽しみですね。

「日本人の手に合わせた赤煉瓦　その１」

図1：JIS普通れんがの寸法

長さ 210
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む
か
し
の
大
森
村
に
は
堤
を
は
さ
ん
で
二
つ
の
池
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
ひ
と
つ
が
薬
師

の
池
、
ひ
と
つ
は
下
の
池
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
あ
る
日
、
連
日
の
日
照
り
で
薬
師
の
池
が
干
上
が
る
と
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
な
な
ま

ず
が
、
の
た
う
ち
な
が
ら
出
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
見
つ
け
た
源
さ
ん
は
、「
こ
れ
は
け
っ
こ
う
な
ご
馳
走
じ
ゃ
」
と
、
馬
だ
ら
い
を

か
か
え
て
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
暴
れ
ま
わ
る
大
な
ま
ず
を
な
ん
と
か
押
さ
え
つ
け
、

た
ら
い
に
入
れ
た
も
の
の
、
大
き
す
ぎ
て
た
ら
い
か
ら

は
み
だ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
無
理
や
り
押

し
こ
ん
で
、
た
ら
い
を
か
か
え
て
帰
ろ
う
と
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
ひ
げ
を
ピ
ク
ピ
ク
さ
せ
な
が
ら
、
突
然
、

大
な
ま
ず
が
飛
び
あ
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
た
ま
げ
た
源
さ
ん
が
目
を
ま
ん
ま
る
に
し
て
見
て
い

る
と
、
大
な
ま
ず
は
下
の
池
の
方
へ
と
飛
ん
で
い
き
ま

し
た
。

　
源
さ
ん
が
い
う
に
は
、
お
日
さ
ま
が
照
っ
て
い
る
の
に
、
飛
ん
で
い
く
な
ま
ず
の
と
こ

ろ
だ
け
は
激
し
い
雨
が
降
っ
て
い
て
、
な
ま
ず
の
姿
は
ま
っ
た
く
見
え
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。

　
雨
を
降
ら
す
の
は
龍
神
さ
ま
。
薬
師
の
池
の
大
な
ま
ず
は
、
龍
神
さ
ま
の
化
身
で
、
人

に
姿
を
見
ら
れ
て
い
て
は
う
ま
く
天
に
昇
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
村
び
と
た
ち
は
思
っ

た
そ
う
で
す
。
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一
．
七
輪
中
が
形
成
さ
れ
て

　
　
い
た
安
八
町

　
安
八
町
域
は
、
中
世
ま
で
洪
水
防
御
の
た
め
に
部
分
堤

や
築
捨
堤
（
尻
無
堤
）
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
な
る
と
遊
水
地
の
役
割
を
し
て
い
た
後
背
湿
地
の

新
田
開
発
が
進
展
し
た
た
め
、
河
川
の
流
路
が
狭
め
ら

れ
、
川
床
の
堆
砂
が
進
ん
で
河
川
の
川
床
が
高
く
な
り
、

水
位
が
上
昇
し
ま
し
た
。
氾
濫
の
脅
威
が
増
し
た
地
域
で

は
、
後
背
湿
地
を
含
め
て
堤
防
で
囲
み
、
洪
水
の
侵
入
を

防
ぐ
掛
廻
堤
を
築
く
よ
う
に
な
り
、
輪
中
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
町
域
に
は
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
成
立
し

た
牧
輪
中
を
始
め
、
森
部
・
結
・
中
村
・
大
明
神
・
中
須
・

北
今
ケ
淵
の
七
つ
の
輪
中
が
あ
り
ま
し
た
。

　
輪
中
は
、
地
域
を
洪
水
か
ら
守
る
反
面
、
氾
濫
が
起
き

な
い
た
め
、
洪
水
時
の
水
位
が
上
が
る
要
因
と
な
っ
て
、

洪
水
が
増
え
る
悪
循
環
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水

田
耕
作
で
余
剰
と
な
っ
た
水
（
悪
水
）
の
排
水
も
難
し
い

問
題
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
輪
中
で
は
末
端
部
に
水
路
を

開
き
、
杁
を
設
け
て
悪
水
を
堤
外
に
排
水
し
て
い
ま
し
た

が
、
洪
水
時
に
河
川
の
水
位
が
上
が
る
と
排
水
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
輪
中
は
、
単
に
堤
防
で
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る

状
態
を
指
す
の
で
は
な
く
、
住
民
が
治
水
共
同
体
と
し
て

強
固
な
結
束
を
保
っ
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
他
の
輪
中
と
の
間
に
利
害
の
対
立
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
上
流
の
輪
中
が
排
水
能
力

を
高
め
れ
ば
下
流
で
脅
威
が
増
し
、
下
流
部
で
開
発
が
進

む
と
河
川
の
流
下
が
悪
く
な
り
上
流
部
に
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
河
道
変
更
を
伴
う
よ
う
な
大
規

模
な
治
水
事
業
で
は
、
利
害
関
係
者
が
多
く
、
そ
の
対
立

は
深
刻
で
あ
り
、
事
業
の
計
画
や
実
施
に
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。二

．
明
治
改
修
実
現
に

　
　
奔
走
し
た
脇
坂
文
助

　
安
八
町
出
身
の
脇
坂
文
助
は
、
輪
中
間
の
利
害
を
乗
り

越
え
、
広
く
木
曽
三
川
流
域
の
治
水
事
業
を
実
現
す
る
た

め
に
尽
力
し
た
政
治
家
で
す
。

　
文
助
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
、
安
八
郡
大

野
村
（
森
部
輪
中

の
内
、
現
安
八
町

大
野
）
の
脇
坂
文

治
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
脇
坂
家
は
村
内

外
に
五
十
町
歩

（
約
五
十
ha
）
を

こ
え
る
農
地
を
所

有
す
る
大
地
主

で
、
米
が
一
年
に

千
俵
く
ら
い
納

ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
文
助
は
、
七
歳
か
ら

佐
波
村
（
現
岐
阜
市
柳

津
町
）
の
観
音
寺
住
職

大
夢
和
尚
に
漢
学
を
学

び
、
学
友
に
は
共
に
治

水
事
業
に
打
ち
込
む
こ

と
と
な
る
山
田
省
三
郎

が
い
ま
し
た
。
八
歳
と

十
三
歳
の
時
、
河
川
氾

濫
に
よ
っ
て
堤
防
が
決

壊
し
、
輪
中
一
円
が
水

に
浸
か
る
水
害
を
目
の

あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
米
が
収
穫
で
き
ず
困
窮
す
る
住
民

の
姿
に
、
文
助
は
子
供
な
が
ら
に
治
水
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
時
に
は
、
私
費
を
投
じ
て
外
善
光
の
堤
防
築

造
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
完
成
ま
で
に
十
年
余
を
要
し
、

脇
坂
家
の
財
産
の
多
く
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
文
助
の
こ

う
し
た
行
動
に
は
、
幼
い
頃
受
け
た
大
夢
和
尚
の
「
先
憂

後
楽
」
の
教
え
が
影
響
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
、
三
十
七
歳
で

第
一
回
岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
安
八
郡
の
代
表

に
選
ば
れ
、
県
議
会
議
員
と
な
り
ま
す
。
県
議
会
で
は
、

治
水
工
事
に
係
る
議
論
に
お
い
て
、
水
害
に
縁
の
な
い
地

域
の
議
員
と
の
意
見
が
折
り
合
わ
ず
、
予
算
や
国
へ
の
陳

情
が
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
山
田
省
三
郎
ら
と
と
も
に
、
地
域
の
世
論
を

ま
と
め
て
国
に
治
水
事
業
の
実
施
を
要
望
す
る
「
治
水
改

修
有
志
社
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
翌
十
三
（
一
八
八
〇
）

年
に
は
、 「
治
水
改
修
有
志
社
」
を
改
組
し
「
治
水
共
同

社
」
と
改
め
、
木
曽
三
川
の
本
格
的
な
河
川
改
修
を
国
に

求
め
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
間
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
県
議
会
の
副

議
長
、
同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
第
三
代
目
の
県
議

会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
文
助
た
ち
の
活
動
は
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に

始
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の

設
計
に
よ
る
木
曽
川
下
流
改
修
（
明
治
改
修
）
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。
改
修
工
事
は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の

三
川
完
全
分
流
を
企
図
し
、
そ
の
た
め
に
三
川
間
を
流
れ

て
い
た
小
河
川
を
締
め
切
っ
た
り
、
新
堤
を
築
い
て
本
流

の
河
道
変
更
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
八
町
で
は
、
長
良
川
派
川
の
中
須
川
や
中
村
川
が
締

め
切
ら
れ
、
揖
斐
川
に
新
堤
が
築
か
れ
て
現
在
の
流
路
に

変
わ
り
ま
し
た
。
工
事
に
は
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
工
期
も

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
完
工
と
い
う
長
期
に
及
び

ま
し
た
。
し
か
し
、 

文
助
は
こ
の
着
工
を
見
る
こ
と
な

く
、
県
議
会
議
長
と
な
っ
た
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年

に
、
突
然
議
員
を
辞
め
、
夜
逃
げ
同
然
に
岐
阜
県
を
出
て

東
京
に
移
り
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
堤
防
の
建
設
・
修
繕

に
私
財
を
注
ぎ
、
さ
ら
に
多
額
の
借
財
で
工
費
を
ま
か

な
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
返
済
に
追
わ
れ
て
の
離
郷
で
し

た
。
多
年
の
夢
で
あ
っ
た
治
水
事
業
を
半
ば
で
断
念
す
る

の
は
、
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
日
本
銀
行
に

入
行
し
、
病
気
に
な
る
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
ま

で
勤
め
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
八
月
、
長
良
村
（
現
岐

阜
市
）
の
下
宿
先
で
「
人
に
似
た
案
山
子
の
果
や
暮
の
秋
」

の
辞
世
の
句
を
残
し
、
一
人
静
か
に
五
十
一
歳
の
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。
薬
代
や
下
宿
代
さ
え
払
え
な
い
状
況
で
、

遺
体
は
森
部
輪
中
の
人
た
ち
が
引
き
取
り
ま
し
た
。

　
死
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
文
助
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
、
寄
付
金
を
募
っ
て
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
顕
彰
碑
の
除
幕
式
は
大

正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
執
り
行
わ
れ
、
脇
坂
文
助
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

三
．
用
排
水
整
備
に

　
　
尽
力
し
た
鈴
木
淳
一

　
鈴
木
淳
一
は
、 

明
治
八（
一
八
七
五
）年
南
今
ヶ
淵
村（
現

安
八
町
南
今
ヶ
淵
）
に
生
ま
れ
、
父
は
村
の
戸
長
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
明
治
三
十
五
（
一
九

〇
二
）
年
、二
十
七
歳
で
名
森
村
（
現
安
八
町
名
森
地
区
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
氷
取
村 

・ 

大
明
神
村
・
中

須
村 

・ 

大
野
村 

・
南
今
ヶ
淵
村
・
善
光
村
・
森
部
村
・
南

條
村
・
大
森
村
・
北
今
ヶ
淵
村
・
中
村
が
合
併
し
名
森
村

と
な
る
）
の
助
役
に
初
当
選
し
、
そ
の
後
、
村
議
会
議
員

を
務
め
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
三
十
八
歳
で
名
森
村

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
名
森
村
は
、
明
治
改
修
が
完
工
し
て
お
り
、
長

良
・
揖
斐
川
の
氾
濫
被
害
の
脅
威
は
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
悪
水
排
水
機
能
が
十
分
で
は
な
く
、
大
雨
が
降
る
と

低
い
土
地
は
す
ぐ
に
水
に
浸
か
り
、
住
民
の
困
窮
は
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
淳
一
は
、 

大
正
八
（
一
九
一

九
）
年
に
伏
越
樋
管
を
こ
れ
ま
で
の
木
製
か
ら
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
に
取
り
替
え
、
さ
ら
に
、
同
十
二
（
一
九
二

三
）
年
に
は
排
水
機
を
ガ
ソ
リ
ン
発
動
に
よ
る
ポ
ン
プ
に

替
え
、
輪
中
に
溜
ま
っ
た
水
を
一
秒
間
に
一
二
三
㎥
が
排

水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域

の
人
々
が
水
害
に
苦
し
む
頻
度
は
、
か
な
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
帝
国
議
会
で
本

巣
郡
の
四
河
川
（
犀
川
、
五
六
川
、
中
川
、
長
護
寺
川
）

の
水
を
、
安
八
郡
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
墨
俣
町
）
の
輪
中

堤
を
切
断
し
て
新
川
を
開
削
し
、
長
良
川
に
切
り
落
と
す

河
川
改
修
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
が
実
現

す
る
と
本
巣
郡
の
治
水
は
良
く
な
り
ま
す
が
、
安
八
郡
で

は
治
水
が
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
安
八
郡
の
住
民
は
反

対
運
動
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
反
対
運
動
が
高
ま
る
な
か
、
名
森
村
長
だ
っ
た
淳
一

は
、
抗
議
の
た
め
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
墨
俣
町
）、
結
村
、

牧
村
（
現
安
八
町
）、
大
薮
町
、
仁
木
村
、
福
束
村
（
現

輪
之
内
町
）
の
町
村
長
と
と
も
に
県
知
事
に
対
し
辞
表
を

提
出
し
、
役
場
全
職
員
も
こ
れ
に
な
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
県
は
、
役
人
を
派
遣
し
て
事
務
代
行
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
、
住
民
は
激
し
く
反
発
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
名
森
村
役
場
で
役
人
の
入
場
を
阻
止
し

よ
う
と
し
た
住
民
が

警
察
官
と
衝
突
し
、

陸
軍
が
鎮
圧
に
出
動

す
る
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
犀
川
事
件

と
呼
ば
れ
る
こ
の
事

件
で
は
、
多
く
の
検

挙
者
が
出
ま
し
た

が
、
住
民
の
思
い
は

淳
一
た
ち
の
努
力
で

国
や
県
に
伝
わ
り
、

あ
ら
た
め
て
計
画
が
見
直
さ
れ
、
水
量
を
調
節
す
る
水
門

や
排
水
機
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
水
害
の
心
配
は
減
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
日

照
り
が
続
く
と
隅
々
の
水
田
ま
で
水
が
供
給
で
き
な
い
水

不
足
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
安
定
し
た
水
の
分
配
に
は
、
用
水
路
が
必
要
で
し

た
。
淳
一
は
、 

用
水
路
建
設
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た

が
、
莫
大
な
建
設
費
に
理
解
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
説
得
を
続
け
、
つ
い
に
着
工

に
至
り
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
総
延
長
七
・
五
㎞

に
及
ぶ
幹
線
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
三
十
年
余
に
わ
た
っ
て
名
森
村
長
を
努
め
た
鈴
木
淳
一

は
、
生
涯
を
か
け
て
地
域
の
治
水
・
利
水
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
病
気
に
よ
り
永
眠
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
銅
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
銅
像
は
、
安
八
町
役
場
の

一
角
に
、
脇
坂
文
助
の
顕
彰
碑
と
並
ん
で
町
を
見
守
る
よ

う
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町
は
、
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平

野
の
北
西
部
に
位
置
す
る
長
良
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
町
で
、
そ
の
大
部
分
は
低
湿
地
帯
で

あ
り
古
来
河
川
が
網
目
状
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
以
降
に
は
、
洪
水
防
御
の
た
め
の
輪
中
が

い
く
つ
も
形
成
さ
れ
、
明
治
改
修
に
至
る
ま
で
そ
の
形

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
肥
沃
な
土
壌
と
水
に
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら

県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
、
ま
た
近
年
は
大
企
業
の
工

場
な
ど
が
進
出
し
工
業
都
市
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま

す
。

郷土の発展に尽力した
脇坂文助と鈴木淳一

■
参
考
文
献

『
安
八
町
史 

通
史
編
』 

昭
和
五
十
五
年
　
安
八
町 

『
安
八
町
の
先
人
』
　
　
　
平
成
十
五
年
　
安
八
町 

『
脇
坂
文
助
と
木
曽
三
川
大
改
修
』

平
成
二
十
四
年
　
安
八
町

つ
き
す
て
づ
つ
み

し
り
な
し
て
い

か
け
ま
わ
し

て
い

け
い
あ
ん

ま
き

も
り

べ

ゆ
い

い
り

て
ん
ぽ
う

さ
だ
い

せ
ん
ゆ
う

こ
う
ら
く む ば

な

も
り

こ
お
り

と
りぜ

ん
こ
う

ふ
せ
こ
し

さ
い

ご

ろ
く

ち
ょ
う

ご

じ

に

き

ふ
く
づ
か

安八町役場内に建つ「鈴木淳一翁銅像」（左）と「菁坡脇坂君碑」（右）

〈提供：安八町役場〉

脇坂文助（1842 ～ 1892）

< 提供：安八町役場 >

安八町の７つの輪中 <提供：安八町役場 >

現在の観音寺（岐阜市柳津町）

鈴木淳一（1875 ～ 1946）

< 提供：安八町役場 >

犀川騒擾事件の記（安八町氷取）
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一
．
七
輪
中
が
形
成
さ
れ
て

　
　
い
た
安
八
町

　
安
八
町
域
は
、
中
世
ま
で
洪
水
防
御
の
た
め
に
部
分
堤

や
築
捨
堤
（
尻
無
堤
）
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
江
戸

時
代
に
な
る
と
遊
水
地
の
役
割
を
し
て
い
た
後
背
湿
地
の

新
田
開
発
が
進
展
し
た
た
め
、
河
川
の
流
路
が
狭
め
ら

れ
、
川
床
の
堆
砂
が
進
ん
で
河
川
の
川
床
が
高
く
な
り
、

水
位
が
上
昇
し
ま
し
た
。
氾
濫
の
脅
威
が
増
し
た
地
域
で

は
、
後
背
湿
地
を
含
め
て
堤
防
で
囲
み
、
洪
水
の
侵
入
を

防
ぐ
掛
廻
堤
を
築
く
よ
う
に
な
り
、
輪
中
が
形
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
町
域
に
は
、
慶
安
三
（
一
六
五
〇
）
年
に
成
立
し

た
牧
輪
中
を
始
め
、
森
部
・
結
・
中
村
・
大
明
神
・
中
須
・

北
今
ケ
淵
の
七
つ
の
輪
中
が
あ
り
ま
し
た
。

　
輪
中
は
、
地
域
を
洪
水
か
ら
守
る
反
面
、
氾
濫
が
起
き

な
い
た
め
、
洪
水
時
の
水
位
が
上
が
る
要
因
と
な
っ
て
、

洪
水
が
増
え
る
悪
循
環
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
水

田
耕
作
で
余
剰
と
な
っ
た
水
（
悪
水
）
の
排
水
も
難
し
い

問
題
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
輪
中
で
は
末
端
部
に
水
路
を

開
き
、
杁
を
設
け
て
悪
水
を
堤
外
に
排
水
し
て
い
ま
し
た

が
、
洪
水
時
に
河
川
の
水
位
が
上
が
る
と
排
水
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
輪
中
は
、
単
に
堤
防
で
周
囲
を
取
り
囲
ん
で
い
る

状
態
を
指
す
の
で
は
な
く
、
住
民
が
治
水
共
同
体
と
し
て

強
固
な
結
束
を
保
っ
て
い
た
こ
と
も
重
要
な
要
素
で
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
他
の
輪
中
と
の
間
に
利
害
の
対
立
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
上
流
の
輪
中
が
排
水
能
力

を
高
め
れ
ば
下
流
で
脅
威
が
増
し
、
下
流
部
で
開
発
が
進

む
と
河
川
の
流
下
が
悪
く
な
り
上
流
部
に
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
河
道
変
更
を
伴
う
よ
う
な
大
規

模
な
治
水
事
業
で
は
、
利
害
関
係
者
が
多
く
、
そ
の
対
立

は
深
刻
で
あ
り
、
事
業
の
計
画
や
実
施
に
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。二

．
明
治
改
修
実
現
に

　
　
奔
走
し
た
脇
坂
文
助

　
安
八
町
出
身
の
脇
坂
文
助
は
、
輪
中
間
の
利
害
を
乗
り

越
え
、
広
く
木
曽
三
川
流
域
の
治
水
事
業
を
実
現
す
る
た

め
に
尽
力
し
た
政
治
家
で
す
。

　
文
助
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
、
安
八
郡
大

野
村
（
森
部
輪
中

の
内
、
現
安
八
町

大
野
）
の
脇
坂
文

治
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
ま
し
た
。

　
脇
坂
家
は
村
内

外
に
五
十
町
歩

（
約
五
十
ha
）
を

こ
え
る
農
地
を
所

有
す
る
大
地
主

で
、
米
が
一
年
に

千
俵
く
ら
い
納

ま
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
文
助
は
、
七
歳
か
ら

佐
波
村
（
現
岐
阜
市
柳

津
町
）
の
観
音
寺
住
職

大
夢
和
尚
に
漢
学
を
学

び
、
学
友
に
は
共
に
治

水
事
業
に
打
ち
込
む
こ

と
と
な
る
山
田
省
三
郎

が
い
ま
し
た
。
八
歳
と

十
三
歳
の
時
、
河
川
氾

濫
に
よ
っ
て
堤
防
が
決

壊
し
、
輪
中
一
円
が
水

に
浸
か
る
水
害
を
目
の

あ
た
り
に
し
ま
し
た
。
米
が
収
穫
で
き
ず
困
窮
す
る
住
民

の
姿
に
、
文
助
は
子
供
な
が
ら
に
治
水
の
大
切
さ
を
強
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
二
十
歳
の
時
に
は
、
私
費
を
投
じ
て
外
善
光
の
堤
防
築

造
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
完
成
ま
で
に
十
年
余
を
要
し
、

脇
坂
家
の
財
産
の
多
く
が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
文
助
の
こ

う
し
た
行
動
に
は
、
幼
い
頃
受
け
た
大
夢
和
尚
の
「
先
憂

後
楽
」
の
教
え
が
影
響
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
の
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
、
三
十
七
歳
で

第
一
回
岐
阜
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
安
八
郡
の
代
表

に
選
ば
れ
、
県
議
会
議
員
と
な
り
ま
す
。
県
議
会
で
は
、

治
水
工
事
に
係
る
議
論
に
お
い
て
、
水
害
に
縁
の
な
い
地

域
の
議
員
と
の
意
見
が
折
り
合
わ
ず
、
予
算
や
国
へ
の
陳

情
が
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
山
田
省
三
郎
ら
と
と
も
に
、
地
域
の
世
論
を

ま
と
め
て
国
に
治
水
事
業
の
実
施
を
要
望
す
る
「
治
水
改

修
有
志
社
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
翌
十
三
（
一
八
八
〇
）

年
に
は
、 「
治
水
改
修
有
志
社
」
を
改
組
し
「
治
水
共
同

社
」
と
改
め
、
木
曽
三
川
の
本
格
的
な
河
川
改
修
を
国
に

求
め
て
精
力
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
間
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
県
議
会
の
副

議
長
、
同
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
は
第
三
代
目
の
県
議

会
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
文
助
た
ち
の
活
動
は
、
明
治
二
十
（
一
八
八
七
）
年
に

始
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ニ
ス
・
デ
・
レ
イ
ケ
の

設
計
に
よ
る
木
曽
川
下
流
改
修
（
明
治
改
修
）
に
繋
が
っ

て
い
き
ま
す
。
改
修
工
事
は
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
川
の

三
川
完
全
分
流
を
企
図
し
、
そ
の
た
め
に
三
川
間
を
流
れ

て
い
た
小
河
川
を
締
め
切
っ
た
り
、
新
堤
を
築
い
て
本
流

の
河
道
変
更
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
八
町
で
は
、
長
良
川
派
川
の
中
須
川
や
中
村
川
が
締

め
切
ら
れ
、
揖
斐
川
に
新
堤
が
築
か
れ
て
現
在
の
流
路
に

変
わ
り
ま
し
た
。
工
事
に
は
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
工
期
も

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
完
工
と
い
う
長
期
に
及
び

ま
し
た
。
し
か
し
、 

文
助
は
こ
の
着
工
を
見
る
こ
と
な

く
、
県
議
会
議
長
と
な
っ
た
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年

に
、
突
然
議
員
を
辞
め
、
夜
逃
げ
同
然
に
岐
阜
県
を
出
て

東
京
に
移
り
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
堤
防
の
建
設
・
修
繕

に
私
財
を
注
ぎ
、
さ
ら
に
多
額
の
借
財
で
工
費
を
ま
か

な
っ
て
き
た
た
め
、
そ
の
返
済
に
追
わ
れ
て
の
離
郷
で
し

た
。
多
年
の
夢
で
あ
っ
た
治
水
事
業
を
半
ば
で
断
念
す
る

の
は
、
無
念
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
日
本
銀
行
に

入
行
し
、
病
気
に
な
る
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
ま

で
勤
め
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
八
月
、
長
良
村
（
現
岐

阜
市
）
の
下
宿
先
で
「
人
に
似
た
案
山
子
の
果
や
暮
の
秋
」

の
辞
世
の
句
を
残
し
、
一
人
静
か
に
五
十
一
歳
の
生
涯
を

閉
じ
ま
し
た
。
薬
代
や
下
宿
代
さ
え
払
え
な
い
状
況
で
、

遺
体
は
森
部
輪
中
の
人
た
ち
が
引
き
取
り
ま
し
た
。

　
死
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か
ら
、
文
助
の
業
績
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
り
、
寄
付
金
を
募
っ
て
顕

彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
顕
彰
碑
の
除
幕
式
は
大

正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
執
り
行
わ
れ
、
脇
坂
文
助
の
功

績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

三
．
用
排
水
整
備
に

　
　
尽
力
し
た
鈴
木
淳
一

　
鈴
木
淳
一
は
、 

明
治
八（
一
八
七
五
）年
南
今
ヶ
淵
村（
現

安
八
町
南
今
ヶ
淵
）
に
生
ま
れ
、
父
は
村
の
戸
長
を
務
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、
明
治
三
十
五
（
一
九

〇
二
）
年
、二
十
七
歳
で
名
森
村
（
現
安
八
町
名
森
地
区
、

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
氷
取
村 

・ 

大
明
神
村
・
中

須
村 

・ 

大
野
村 

・
南
今
ヶ
淵
村
・
善
光
村
・
森
部
村
・
南

條
村
・
大
森
村
・
北
今
ヶ
淵
村
・
中
村
が
合
併
し
名
森
村

と
な
る
）
の
助
役
に
初
当
選
し
、
そ
の
後
、
村
議
会
議
員

を
務
め
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
三
十
八
歳
で
名
森
村

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
当
時
の
名
森
村
は
、
明
治
改
修
が
完
工
し
て
お
り
、
長

良
・
揖
斐
川
の
氾
濫
被
害
の
脅
威
は
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
悪
水
排
水
機
能
が
十
分
で
は
な
く
、
大
雨
が
降
る
と

低
い
土
地
は
す
ぐ
に
水
に
浸
か
り
、
住
民
の
困
窮
は
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
淳
一
は
、 

大
正
八
（
一
九
一

九
）
年
に
伏
越
樋
管
を
こ
れ
ま
で
の
木
製
か
ら
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
に
取
り
替
え
、
さ
ら
に
、
同
十
二
（
一
九
二

三
）
年
に
は
排
水
機
を
ガ
ソ
リ
ン
発
動
に
よ
る
ポ
ン
プ
に

替
え
、
輪
中
に
溜
ま
っ
た
水
を
一
秒
間
に
一
二
三
㎥
が
排

水
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
地
域

の
人
々
が
水
害
に
苦
し
む
頻
度
は
、
か
な
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
、
帝
国
議
会
で
本

巣
郡
の
四
河
川
（
犀
川
、
五
六
川
、
中
川
、
長
護
寺
川
）

の
水
を
、
安
八
郡
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
墨
俣
町
）
の
輪
中

堤
を
切
断
し
て
新
川
を
開
削
し
、
長
良
川
に
切
り
落
と
す

河
川
改
修
計
画
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
が
実
現

す
る
と
本
巣
郡
の
治
水
は
良
く
な
り
ま
す
が
、
安
八
郡
で

は
治
水
が
悪
化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
安
八
郡
の
住
民
は
反

対
運
動
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
反
対
運
動
が
高
ま
る
な
か
、
名
森
村
長
だ
っ
た
淳
一

は
、
抗
議
の
た
め
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
墨
俣
町
）、
結
村
、

牧
村
（
現
安
八
町
）、
大
薮
町
、
仁
木
村
、
福
束
村
（
現

輪
之
内
町
）
の
町
村
長
と
と
も
に
県
知
事
に
対
し
辞
表
を

提
出
し
、
役
場
全
職
員
も
こ
れ
に
な
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
県
は
、
役
人
を
派
遣
し
て
事
務
代
行
を

行
う
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
、
住
民
は
激
し
く
反
発
し
ま

し
た
。
こ
の
時
、
名
森
村
役
場
で
役
人
の
入
場
を
阻
止
し

よ
う
と
し
た
住
民
が

警
察
官
と
衝
突
し
、

陸
軍
が
鎮
圧
に
出
動

す
る
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
犀
川
事
件

と
呼
ば
れ
る
こ
の
事

件
で
は
、
多
く
の
検

挙
者
が
出
ま
し
た

が
、
住
民
の
思
い
は

淳
一
た
ち
の
努
力
で

国
や
県
に
伝
わ
り
、

あ
ら
た
め
て
計
画
が
見
直
さ
れ
、
水
量
を
調
節
す
る
水
門

や
排
水
機
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
水
害
の
心
配
は
減
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
日

照
り
が
続
く
と
隅
々
の
水
田
ま
で
水
が
供
給
で
き
な
い
水

不
足
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
安
定
し
た
水
の
分
配
に
は
、
用
水
路
が
必
要
で
し

た
。
淳
一
は
、 

用
水
路
建
設
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た

が
、
莫
大
な
建
設
費
に
理
解
が
な
か
な
か
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
で
も
諦
め
ず
説
得
を
続
け
、
つ
い
に
着
工

に
至
り
、
昭
和
十
（
一
九
三
五
）
年
に
総
延
長
七
・
五
㎞

に
及
ぶ
幹
線
水
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
三
十
年
余
に
わ
た
っ
て
名
森
村
長
を
努
め
た
鈴
木
淳
一

は
、
生
涯
を
か
け
て
地
域
の
治
水
・
利
水
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
惜
し
ま

れ
な
が
ら
病
気
に
よ
り
永
眠
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

二
十
九
（
一
九
五
四
）
年
に
、
そ
の
功
績
を
称
え
て
銅
像

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
銅
像
は
、
安
八
町
役
場
の

一
角
に
、
脇
坂
文
助
の
顕
彰
碑
と
並
ん
で
町
を
見
守
る
よ

う
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
安
八
郡
安
八
町
は
、
県
の
南
西
部
、
濃
尾
平

野
の
北
西
部
に
位
置
す
る
長
良
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ

た
東
西
に
細
長
い
町
で
、
そ
の
大
部
分
は
低
湿
地
帯
で

あ
り
古
来
河
川
が
網
目
状
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
以
降
に
は
、
洪
水
防
御
の
た
め
の
輪
中
が

い
く
つ
も
形
成
さ
れ
、
明
治
改
修
に
至
る
ま
で
そ
の
形

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
肥
沃
な
土
壌
と
水
に
恵
ま
れ
た
環
境
か
ら

県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
、
ま
た
近
年
は
大
企
業
の
工

場
な
ど
が
進
出
し
工
業
都
市
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま

す
。

郷土の発展に尽力した
脇坂文助と鈴木淳一

■
参
考
文
献

『
安
八
町
史 

通
史
編
』 

昭
和
五
十
五
年
　
安
八
町 

『
安
八
町
の
先
人
』
　
　
　
平
成
十
五
年
　
安
八
町 

『
脇
坂
文
助
と
木
曽
三
川
大
改
修
』

平
成
二
十
四
年
　
安
八
町

つ
き
す
て
づ
つ
み

し
り
な
し
て
い

か
け
ま
わ
し

て
い

け
い
あ
ん

ま
き

も
り

べ

ゆ
い

い
り

て
ん
ぽ
う

さ
だ
い

せ
ん
ゆ
う

こ
う
ら
く む ば

な

も
り

こ
お
り

と
りぜ

ん
こ
う

ふ
せ
こ
し

さ
い

ご

ろ
く

ち
ょ
う

ご

じ

に

き

ふ
く
づ
か

安八町役場内に建つ「鈴木淳一翁銅像」（左）と「菁坡脇坂君碑」（右）

〈提供：安八町役場〉

脇坂文助（1842 ～ 1892）

< 提供：安八町役場 >

安八町の７つの輪中 <提供：安八町役場 >

現在の観音寺（岐阜市柳津町）

鈴木淳一（1875 ～ 1946）

< 提供：安八町役場 >

犀川騒擾事件の記（安八町氷取）
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昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
の
台
風
十
七
号
は
、

九
月
八
日
時
点
で
は
ま
だ
南
大
東
島
の
南
約
四
〇
〇
㎞

に
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
の
低
気
圧
が
東
に
進
み

南
南
西
に
の
び
る
寒
冷
前
線
の
影
響
で
、
全
国
で
激
し

い
降
雨
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
速
度
は
遅
く
九
州
南

方
で
停
滞
、
そ
の
た
め
降
雨
は
十
三
日
ま
で
続
き
ま
し

た
。

　
岐
阜
県
で
は
、
集
中
豪
雨
が
長
く
続
き
、
特
に
長
良

川
流
域
で
総
降
雨
量
の
平
均
が
一
，
〇
九
一
㎜
と
い
う

記
録
的
豪
雨
と
な
り
、
十
二
日
午
前
十
時
二
十
八
分
、

安
八
町
大
森
で
長
良
川
右
岸
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

長良川堤防が決壊した
昭和５１年９・１２豪雨災害

一
．
九
・
一
二
豪
雨
災
害
の
概
要

　
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
、
台
風
十
七
号
の
影
響

で
九
月
七
日
か
ら
断
続
的
に
降
り
続
い
た
雨
は
、
美
濃
地

方
を
中
心
に
集
中
豪
雨
と
な
っ
て
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
、
道
路
の
寸
断
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
降
雨
量
は
、
長
良
川
流
域

の
大
日
岳
で
一
，
一
七
五
㎜
、
八
幡
町
で
一
，〇
九
一
㎜
、

美
濃
市
で
八
四
〇
㎜
な
ど
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
長
良

川
の
増
水
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
九
日
か
ら
十

二
日
ま
で
連
続
し
て
警
戒
水
位
を
突
破
す
る
出
水
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
二
日
午
前
十
時
二
十
八
分
頃
、
安
八
町
大
森

の
新
幹
線
橋
梁
下
流
三
〇
〇
ｍ
地
点
に
お
い
て
長
良
川
右

岸
堤
防
が
決
壊
し
、
安
八
町
、
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
）
の

ほ
ぼ
全
域
が
濁
流
に
よ
り
泥
海
化
し
、
多
く
の
家
屋
が
床

上
浸
水
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
八
町
の
被
害
は
、
当
時
の
全
世
帯
二
，
九
六
四
世
帯

の
う
ち
の
五
八
・
八
％
の
一
，
七
四
四
世
帯
・
七
，
三
四

三
人
が
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
こ
れ
に
床
下
浸
水
、

半
壊
を
加
え
る
と
町
民
の
七
一
・
二
％
が
被
災
し
ま
し

た
。
農
業
・
商
工
業
な
ど
を
含
め
た
安
八
町
の
被
害
総
額

は
、
九
四
億
八
，
三
三
七
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

二
．
長
良
川
堤
防
決
壊
の

　
　
経
緯
と
要
因

　
長
良
川
の
水
位
は
、
九
日
午
前
九
時
に
は
墨
俣
町
で

七
・
三
ｍ
の
記
録
的
な
水
位
に
達
し
ま
し
た
。
十
日
に
な
っ

て
も
各
地
点
で
警
戒
水
位
を
越
え
続
け
、
十
一
日
午
後
二

時
に
は
再
び
七
・
一
五
ｍ
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
か
つ
て

な
い
危
険
な
状
態
と
な
り
、
水
防
活
動
を
続
け
る
関
係
者

に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　
安
八
町
大
森
で
も
、
十
二
日
午
前
六
時
頃
、
堤
防
法
面

（
裏
小
段
付
近
）
に
堤
防
と
平
行
に
二
条
の
亀
裂
が
見
ら

れ
た
た
め
、
住
民
が
水
防
活
動
に
よ
り
、
杭
打
ち
作
業
を

懸
命
に
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
午
前
八
時
頃
、
亀
裂

の
入
っ
た
法
面
が
ず
り
落
ち
、
そ
の
落
差
は
十
～
四
十
㎝

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
十
時
二
十
八
分
頃
に
は
、
裏
小

段
か
ら
法
面
が
す
べ
り
崩
壊
し
、
約
八
十
秒
後
に
は
天
端

い
ま
し
た
。

　
危
険
度
３
に
相
当
す
る
こ
の
堤
防
が
非
溢
流
状
態
で

決
壊
し
た
こ
と
は
、
全
国
的
に
河
川
堤
防
の
安
全
性
を
見

直
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
氾
濫
水
の
流
入
状
況

　
安
八
町
大
森
の
決
壊
口
か
ら
流
入
し
た
濁
流
は
、
い
っ

き
に
町
内
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
浸
水
区
域

は
、
北
は
結
輪
中
北
堤
の
犀
川
受
堤
防
、
南
は
福
束
輪
中

堤
ま
で
、
西
は
揖
斐
川
左
岸
堤
お
よ
び
旧
牧
輪
中
堤
ま
で

及
び
、
安
八
町
・
墨
俣
町
の
大
部
分
が
一
面
の
泥
海
と
な

り
ま
し
た
。
浸
水
区
域
の
面
積
は
約
十
七
万
ｋ
㎡
、
最
高

浸
水
水
位
は
海
抜
七
・
二
ｍ
に
達
し
、
氾
濫
水
の
総
量
は

約
三
，
四
〇
〇
万
㎥
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
壊
後
、
洪
水
は
十
分
で
善
光
地
区
に
到
り
、
十
五
分

後
に
は
氷
取
に
、
大
野
・
南
條
に
は
約
二
十
五
分
後
に
到

達
し
ま
し
た
。

　
決
壊
地
の
北
約
二
・
五
㎞
の
山
之
神
は
、
一
時
間
か
ら

一
時
間
三
十
分
後
に
浸
水
し
始
め
、
北
側
の
墨
俣
町
に
は

五
時
間
三
十
分
か
ら
六
時
間
後
に
到
達
し
、
墨
俣
町
の
西

北
端
に
到
っ
た
の
は
、
十
二
時
間
程
後
で
し
た
。

　
山
之
神
・
南
今
ヶ
淵
・
氷
取
・
大
野
・
南
條
を
通
る
道

路
は
、
か
つ

て
の
森
部
輪

中
の
輪
中
堤

で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
高

く
な
っ
て
お

り
、
洪
水
は

こ
こ
で
い
っ

た
ん
留
ま
り

ま
し
た
。
た

だ
し
、
山
之

神

の

東

部

と
、
大

野
・

南
條
間
に
は

低
い
場
所
が

あ
り
、
こ
の

二
地
点
か
ら

の
越
流
は
早
く
、
山
之
神
で
は
十
二
時
か
ら
北
流
が
始
ま

り
、
中
須
川
の
流
路
に
沿
っ
て
流
れ
、
五
和
野
に
十
三
時

頃
、
東
蚊
塚
に
十
五
時
三
十
分
頃
、
最
北
部
の
津
村
方
に

は
二
十
一
時
三
十
分
か
ら
二
十
二
時
頃
に
到
達
し
ま
し

た
。

　
北
流
し
た
洪
水
に
比
べ
南
流
し
た
氾
濫
水
は
速
く
、
帝

人
の
工
場
に
達
し
た
の
は
十
三
時
頃
で
、
最
南
端
の
中
須

川
排
水
樋
門
付
近
に
は
十
六
時
頃
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
南
流
し
た
氾
濫
水
は
、
福
束
輪
中
堤
に
迫
り
ま

し
た
が
、
堤
防
南
側
の
輪
之
内
町
で
は
切
割
を
土
の
う
で

締
め
切
る
な
ど
し
て
、
輪
中
堤
で
氾
濫
水
を
防
ぎ
ま
し

た
。
古
く
か
ら
の
輪
中
堤
を
残
し
て
い
た
こ
と
で
輪
之
内

町
が
浸
水
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、
報
道
な
ど
で
「
輪
中
は

生
き
て
い
る
」
と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
森
部
輪
中
堤
を
越
え
て
西
に
向
か
っ
た
氾
濫
水

は
、
十
七
時
頃
に
牧
地
区
の
東
に
到
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
は
牧
輪
中
の
輪
中
堤
が
残
っ
て
お
り
、
住
民
は
旧
堤
防

上
に
土
の
う
な
ど
を
積
み
、
水
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
破
堤
地
か
ら
二
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
た
上
、
森

部
輪
中
堤
で
氾
濫
水
が
一
時
的
に
止
め
ら
れ
、
水
防
活
動

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
氾
濫
水
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
の
距
離
・
地
盤
高
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
、

か
な
り
の
差
異
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
氾
濫
水
の
流
下

速
度
も
決
壊
地
か
ら
の
距
離
・
地
形
に
よ
っ
て
各
地
で
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
検
証
は
、
豪

雨
災
害
時
の
避
難
場
所
・
経
路
な
ど
防
災
上
の
欠
か
せ
な

い
要
素
と
い
え
ま
す
。

　
安
八
町
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
犠
牲
者

の
慰
霊
と
町
の
安
全
を
願
っ
て
、
決
壊
地
に
治
水
観
音
像

を
建
立
、
そ
れ
以
降
こ
の
像
の
前
で
安
全
祈
願
祭
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
も
九
月
十
二
日

の
午
前
十
時
二
十
八
分
に
参
列
者
が
黙
祷
し
て
犠
牲
者

を
悼
み
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
大
災
害
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
安
八
町
総
合
体
育
館

で
避
難
所
訓
練
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
な
ど
の
避
難
所
設
営
を
実
施

し
、
今
後
の
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

員
な
ど
の
重
量
負
荷
が
、
か
え
っ
て
悪
影
響
を
与
え
た
と

す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　
堤
防
に
つ
い
て
は
、
粘
土
・
粘
土
質
シ
ル
ト
層
上
に
粘

土
の
堤
体
コ
ア
材
が
築
か
れ
、
堤
体
の
土
質
は
細
砂
（
砂

質
粘
土
）
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
粘
土
・
細
砂
境
界

面
付
近
で
は
降
雨
と
河
川
か
ら
の
浸
透
水
に
よ
っ
て
間
隙

水
圧
が
上
昇
し
、
そ
の
た
め
に
土
の
剪
断
強
度
が
低
下
し

て
、
粘
土
・
粘
土
質
シ
ル
ト
層
・
粘
土
コ
ア
材
の
上
を
細

砂
部
が
す
べ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
端
部
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
安
八
町
へ
の

取
り
付
け
道
路
も
通
っ
て
い
ま
す
。
堤
防
道
路
に
つ
い
て

は
、
雨
水
浸
透
や
重
量
負
荷
・
振
動
な
ど
が
堤
防
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

　
決
壊
箇
所
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
堤
防
脇
の
丸
池
の
存

在
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
丸
池
は
、
昔
の
切
所
（
決
壊

口
）
に
で
き
た
池
（
押
堀
）
で
、
堤
防
は
昭
和
初
期
ま
で

池
の
ほ
と
り
を
長
良
川
側
へ
迂
回
し
て
湾
曲
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
改
修
に
よ
っ
て
池
の
三
分
の
一
ほ
ど
が

埋
め
ら
れ
堤
防
が

直
線
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
か
つ

て
池
で
あ
っ
た
部

分
の
地
盤
が
軟
弱

だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る

説
が
あ
り
ま
す
。

　
長
良
川
右
岸
堤

は
、
明
治
二
十
九

（
一
八
九
六
）
年

の
大
洪
水
、
昭
和

三
十
六
（
一
九
六

一
）
年
六
月
豪
雨

な
ど
幾
多
の
洪
水

に
耐
え
、
そ
の
後

も
補
強
・
改
修
を

重
ね
、
決
壊
当
時

は
水
防
団
に
重
要

度
を
示
す
ラ
ン
ク

Ｃ
に
分
類
さ
れ
て

部
ま
で
及
び
ま
し
た
。
そ
の
決
壊
口
は
、
当
初
は
幅
二
十

ｍ
ほ
ど
で
し
た
が
、
一
気
に
吹
き
出
し
た
水
圧
に
堤
体
は

こ
ら
え
切
れ
ず
、
わ
ず
か
の
間
に
約
五
十
ｍ
に
広
が
り
、

最
終
的
に
は
八
十
ｍ
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　
決
壊
の
原
因
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、 

決
壊
時
の
状
況
か
ら
見
て
、
単
独
原
因
で
は
な
く

種
々
の
要
素
が
重
な
っ
た
複
数
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
状
況
と
し
て
は
、
洪
水
の
継
続
時
間
が
決
壊
ま
で

非
常
に
長
か
っ
た
こ
と
が
支
配
的
要
素
と
し
て
あ
り
ま

す
。
上
流
の
墨
俣
水
位
観
測
所
で
は
、
警
戒
水
位
の
始
ま

り
か
ら
終
わ
り
ま
で
が
約
九
十
九
時
間
（
決
壊
ま
で
は
約

八
十
二
時
間
）
で
あ
り
、そ
の
間
に
計
画
水
位
に
近
い
ピ
ー

ク
が
三
回
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
な
長
時
間
で
、
堤
体
に
大
き
く

作
用
し
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
降
雨
は
、
決
壊
地
点
近
く
の
羽
島
市
の
計
測
で
総
雨
量

約
六
二
〇
㎜
（
決
壊
ま
で
は
五
九
五
㎜
）、
降
り
始
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
の
降
雨
時
間
は
一
一
〇
時
間
（
決
壊
ま
で

九
十
三
時
間
）、
最
大
時
間
雨
量
が
三
十
五
㎜
で
し
た
。

こ
の
豪
雨
は
既
往
最
高
記
録
と
い
え
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

決
壊
時
に
も
ピ
ー
ク
と
な
る
降
雨
量
で
、
堤
体
へ
の
雨
水

浸
透
に
よ
る
堤
体
弱
体
化
を
招
き
、
決
壊
の
一
因
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
作
業
中
で
あ
っ

た
杭
打
ち
作
業
が
堤
体
を
振
動
さ
せ
、
車
両
・
資
材
・
人
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昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
の
台
風
十
七
号
は
、

九
月
八
日
時
点
で
は
ま
だ
南
大
東
島
の
南
約
四
〇
〇
㎞

に
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
鮮
半
島
の
低
気
圧
が
東
に
進
み

南
南
西
に
の
び
る
寒
冷
前
線
の
影
響
で
、
全
国
で
激
し

い
降
雨
と
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
速
度
は
遅
く
九
州
南

方
で
停
滞
、
そ
の
た
め
降
雨
は
十
三
日
ま
で
続
き
ま
し

た
。

　
岐
阜
県
で
は
、
集
中
豪
雨
が
長
く
続
き
、
特
に
長
良

川
流
域
で
総
降
雨
量
の
平
均
が
一
，
〇
九
一
㎜
と
い
う

記
録
的
豪
雨
と
な
り
、
十
二
日
午
前
十
時
二
十
八
分
、

安
八
町
大
森
で
長
良
川
右
岸
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

長良川堤防が決壊した
昭和５１年９・１２豪雨災害

一
．
九
・
一
二
豪
雨
災
害
の
概
要

　
昭
和
五
十
一
（
一
九
七
六
）
年
、
台
風
十
七
号
の
影
響

で
九
月
七
日
か
ら
断
続
的
に
降
り
続
い
た
雨
は
、
美
濃
地

方
を
中
心
に
集
中
豪
雨
と
な
っ
て
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
崩

れ
、
道
路
の
寸
断
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
八
日
か
ら
十
四
日
ま
で
の
降
雨
量
は
、
長
良
川
流
域

の
大
日
岳
で
一
，
一
七
五
㎜
、
八
幡
町
で
一
，〇
九
一
㎜
、

美
濃
市
で
八
四
〇
㎜
な
ど
記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
長
良

川
の
増
水
は
長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
九
日
か
ら
十

二
日
ま
で
連
続
し
て
警
戒
水
位
を
突
破
す
る
出
水
と
な

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
十
二
日
午
前
十
時
二
十
八
分
頃
、
安
八
町
大
森

の
新
幹
線
橋
梁
下
流
三
〇
〇
ｍ
地
点
に
お
い
て
長
良
川
右

岸
堤
防
が
決
壊
し
、
安
八
町
、
墨
俣
町
（
現
大
垣
市
）
の

ほ
ぼ
全
域
が
濁
流
に
よ
り
泥
海
化
し
、
多
く
の
家
屋
が
床

上
浸
水
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
八
町
の
被
害
は
、
当
時
の
全
世
帯
二
，
九
六
四
世
帯

の
う
ち
の
五
八
・
八
％
の
一
，
七
四
四
世
帯
・
七
，
三
四

三
人
が
床
上
浸
水
の
被
害
を
受
け
、
こ
れ
に
床
下
浸
水
、

半
壊
を
加
え
る
と
町
民
の
七
一
・
二
％
が
被
災
し
ま
し

た
。
農
業
・
商
工
業
な
ど
を
含
め
た
安
八
町
の
被
害
総
額

は
、
九
四
億
八
，
三
三
七
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

二
．
長
良
川
堤
防
決
壊
の

　
　
経
緯
と
要
因

　
長
良
川
の
水
位
は
、
九
日
午
前
九
時
に
は
墨
俣
町
で

七
・
三
ｍ
の
記
録
的
な
水
位
に
達
し
ま
し
た
。
十
日
に
な
っ

て
も
各
地
点
で
警
戒
水
位
を
越
え
続
け
、
十
一
日
午
後
二

時
に
は
再
び
七
・
一
五
ｍ
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
、
か
つ
て

な
い
危
険
な
状
態
と
な
り
、
水
防
活
動
を
続
け
る
関
係
者

に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

　
安
八
町
大
森
で
も
、
十
二
日
午
前
六
時
頃
、
堤
防
法
面

（
裏
小
段
付
近
）
に
堤
防
と
平
行
に
二
条
の
亀
裂
が
見
ら

れ
た
た
め
、
住
民
が
水
防
活
動
に
よ
り
、
杭
打
ち
作
業
を

懸
命
に
続
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
午
前
八
時
頃
、
亀
裂

の
入
っ
た
法
面
が
ず
り
落
ち
、
そ
の
落
差
は
十
～
四
十
㎝

も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
十
時
二
十
八
分
頃
に
は
、
裏
小

段
か
ら
法
面
が
す
べ
り
崩
壊
し
、
約
八
十
秒
後
に
は
天
端

い
ま
し
た
。

　
危
険
度
３
に
相
当
す
る
こ
の
堤
防
が
非
溢
流
状
態
で

決
壊
し
た
こ
と
は
、
全
国
的
に
河
川
堤
防
の
安
全
性
を
見

直
す
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
氾
濫
水
の
流
入
状
況

　
安
八
町
大
森
の
決
壊
口
か
ら
流
入
し
た
濁
流
は
、
い
っ

き
に
町
内
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
浸
水
区
域

は
、
北
は
結
輪
中
北
堤
の
犀
川
受
堤
防
、
南
は
福
束
輪
中

堤
ま
で
、
西
は
揖
斐
川
左
岸
堤
お
よ
び
旧
牧
輪
中
堤
ま
で

及
び
、
安
八
町
・
墨
俣
町
の
大
部
分
が
一
面
の
泥
海
と
な

り
ま
し
た
。
浸
水
区
域
の
面
積
は
約
十
七
万
ｋ
㎡
、
最
高

浸
水
水
位
は
海
抜
七
・
二
ｍ
に
達
し
、
氾
濫
水
の
総
量
は

約
三
，
四
〇
〇
万
㎥
と
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
壊
後
、
洪
水
は
十
分
で
善
光
地
区
に
到
り
、
十
五
分

後
に
は
氷
取
に
、
大
野
・
南
條
に
は
約
二
十
五
分
後
に
到

達
し
ま
し
た
。

　
決
壊
地
の
北
約
二
・
五
㎞
の
山
之
神
は
、
一
時
間
か
ら

一
時
間
三
十
分
後
に
浸
水
し
始
め
、
北
側
の
墨
俣
町
に
は

五
時
間
三
十
分
か
ら
六
時
間
後
に
到
達
し
、
墨
俣
町
の
西

北
端
に
到
っ
た
の
は
、
十
二
時
間
程
後
で
し
た
。

　
山
之
神
・
南
今
ヶ
淵
・
氷
取
・
大
野
・
南
條
を
通
る
道

路
は
、
か
つ

て
の
森
部
輪

中
の
輪
中
堤

で
あ
っ
た
た

め
、
少
し
高

く
な
っ
て
お

り
、
洪
水
は

こ
こ
で
い
っ

た
ん
留
ま
り

ま
し
た
。
た

だ
し
、
山
之

神

の

東

部

と
、
大

野
・

南
條
間
に
は

低
い
場
所
が

あ
り
、
こ
の

二
地
点
か
ら

の
越
流
は
早
く
、
山
之
神
で
は
十
二
時
か
ら
北
流
が
始
ま

り
、
中
須
川
の
流
路
に
沿
っ
て
流
れ
、
五
和
野
に
十
三
時

頃
、
東
蚊
塚
に
十
五
時
三
十
分
頃
、
最
北
部
の
津
村
方
に

は
二
十
一
時
三
十
分
か
ら
二
十
二
時
頃
に
到
達
し
ま
し

た
。

　
北
流
し
た
洪
水
に
比
べ
南
流
し
た
氾
濫
水
は
速
く
、
帝

人
の
工
場
に
達
し
た
の
は
十
三
時
頃
で
、
最
南
端
の
中
須

川
排
水
樋
門
付
近
に
は
十
六
時
頃
に
到
達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
南
流
し
た
氾
濫
水
は
、
福
束
輪
中
堤
に
迫
り
ま

し
た
が
、
堤
防
南
側
の
輪
之
内
町
で
は
切
割
を
土
の
う
で

締
め
切
る
な
ど
し
て
、
輪
中
堤
で
氾
濫
水
を
防
ぎ
ま
し

た
。
古
く
か
ら
の
輪
中
堤
を
残
し
て
い
た
こ
と
で
輪
之
内

町
が
浸
水
を
免
れ
た
こ
と
か
ら
、
報
道
な
ど
で
「
輪
中
は

生
き
て
い
る
」
と
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
森
部
輪
中
堤
を
越
え
て
西
に
向
か
っ
た
氾
濫
水

は
、
十
七
時
頃
に
牧
地
区
の
東
に
到
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

に
は
牧
輪
中
の
輪
中
堤
が
残
っ
て
お
り
、
住
民
は
旧
堤
防

上
に
土
の
う
な
ど
を
積
み
、
水
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
破
堤
地
か
ら
二
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
た
上
、
森

部
輪
中
堤
で
氾
濫
水
が
一
時
的
に
止
め
ら
れ
、
水
防
活
動

の
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
氾
濫
水
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
の
距
離
・
地
盤
高
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
、

か
な
り
の
差
異
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
、
氾
濫
水
の
流
下

速
度
も
決
壊
地
か
ら
の
距
離
・
地
形
に
よ
っ
て
各
地
で
大

き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
検
証
は
、
豪

雨
災
害
時
の
避
難
場
所
・
経
路
な
ど
防
災
上
の
欠
か
せ
な

い
要
素
と
い
え
ま
す
。

　
安
八
町
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
犠
牲
者

の
慰
霊
と
町
の
安
全
を
願
っ
て
、
決
壊
地
に
治
水
観
音
像

を
建
立
、
そ
れ
以
降
こ
の
像
の
前
で
安
全
祈
願
祭
を
営
ん

で
き
ま
し
た
。
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
も
九
月
十
二
日

の
午
前
十
時
二
十
八
分
に
参
列
者
が
黙
祷
し
て
犠
牲
者

を
悼
み
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
大
災
害
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
安
八
町
総
合
体
育
館

で
避
難
所
訓
練
が
行
わ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

や
簡
易
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
な
ど
の
避
難
所
設
営
を
実
施

し
、
今
後
の
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

員
な
ど
の
重
量
負
荷
が
、
か
え
っ
て
悪
影
響
を
与
え
た
と

す
る
説
も
あ
り
ま
す
。

　
堤
防
に
つ
い
て
は
、
粘
土
・
粘
土
質
シ
ル
ト
層
上
に
粘

土
の
堤
体
コ
ア
材
が
築
か
れ
、
堤
体
の
土
質
は
細
砂
（
砂

質
粘
土
）
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
粘
土
・
細
砂
境
界

面
付
近
で
は
降
雨
と
河
川
か
ら
の
浸
透
水
に
よ
っ
て
間
隙

水
圧
が
上
昇
し
、
そ
の
た
め
に
土
の
剪
断
強
度
が
低
下
し

て
、
粘
土
・
粘
土
質
シ
ル
ト
層
・
粘
土
コ
ア
材
の
上
を
細

砂
部
が
す
べ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
天
端
部
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
安
八
町
へ
の

取
り
付
け
道
路
も
通
っ
て
い
ま
す
。
堤
防
道
路
に
つ
い
て

は
、
雨
水
浸
透
や
重
量
負
荷
・
振
動
な
ど
が
堤
防
に
影
響

を
及
ぼ
し
た
と
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

　
決
壊
箇
所
の
立
地
に
つ
い
て
は
、
堤
防
脇
の
丸
池
の
存

在
が
着
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
丸
池
は
、
昔
の
切
所
（
決
壊

口
）
に
で
き
た
池
（
押
堀
）
で
、
堤
防
は
昭
和
初
期
ま
で

池
の
ほ
と
り
を
長
良
川
側
へ
迂
回
し
て
湾
曲
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
改
修
に
よ
っ
て
池
の
三
分
の
一
ほ
ど
が

埋
め
ら
れ
堤
防
が

直
線
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
か
つ

て
池
で
あ
っ
た
部

分
の
地
盤
が
軟
弱

だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
指
摘
す
る

説
が
あ
り
ま
す
。

　
長
良
川
右
岸
堤

は
、
明
治
二
十
九

（
一
八
九
六
）
年

の
大
洪
水
、
昭
和

三
十
六
（
一
九
六

一
）
年
六
月
豪
雨

な
ど
幾
多
の
洪
水

に
耐
え
、
そ
の
後

も
補
強
・
改
修
を

重
ね
、
決
壊
当
時

は
水
防
団
に
重
要

度
を
示
す
ラ
ン
ク

Ｃ
に
分
類
さ
れ
て

部
ま
で
及
び
ま
し
た
。
そ
の
決
壊
口
は
、
当
初
は
幅
二
十

ｍ
ほ
ど
で
し
た
が
、
一
気
に
吹
き
出
し
た
水
圧
に
堤
体
は

こ
ら
え
切
れ
ず
、
わ
ず
か
の
間
に
約
五
十
ｍ
に
広
が
り
、

最
終
的
に
は
八
十
ｍ
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　
決
壊
の
原
因
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、 

決
壊
時
の
状
況
か
ら
見
て
、
単
独
原
因
で
は
な
く

種
々
の
要
素
が
重
な
っ
た
複
数
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
状
況
と
し
て
は
、
洪
水
の
継
続
時
間
が
決
壊
ま
で

非
常
に
長
か
っ
た
こ
と
が
支
配
的
要
素
と
し
て
あ
り
ま

す
。
上
流
の
墨
俣
水
位
観
測
所
で
は
、
警
戒
水
位
の
始
ま

り
か
ら
終
わ
り
ま
で
が
約
九
十
九
時
間
（
決
壊
ま
で
は
約

八
十
二
時
間
）
で
あ
り
、そ
の
間
に
計
画
水
位
に
近
い
ピ
ー

ク
が
三
回
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
過
去
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
記
録
的
な
長
時
間
で
、
堤
体
に
大
き
く

作
用
し
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
降
雨
は
、
決
壊
地
点
近
く
の
羽
島
市
の
計
測
で
総
雨
量

約
六
二
〇
㎜
（
決
壊
ま
で
は
五
九
五
㎜
）、
降
り
始
め
か

ら
終
わ
り
ま
で
の
降
雨
時
間
は
一
一
〇
時
間
（
決
壊
ま
で

九
十
三
時
間
）、
最
大
時
間
雨
量
が
三
十
五
㎜
で
し
た
。

こ
の
豪
雨
は
既
往
最
高
記
録
と
い
え
る
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

決
壊
時
に
も
ピ
ー
ク
と
な
る
降
雨
量
で
、
堤
体
へ
の
雨
水

浸
透
に
よ
る
堤
体
弱
体
化
を
招
き
、
決
壊
の
一
因
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
時
作
業
中
で
あ
っ

た
杭
打
ち
作
業
が
堤
体
を
振
動
さ
せ
、
車
両
・
資
材
・
人
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長
良
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
穂
積
市
南
端
の
五
六

輪
中
南
端
部
は
後
背
湿
地
帯
で
、
悪
水
の
排
水
に
苦
労

し
て
き
た
地
域
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
五
六
輪
中
の
排
水
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
悪
水
排
水
路
を
輪
中
以
南
の
下
流
域
へ
延
伸
す
る

計
画
は
こ
と
ご
と
く
反
対
さ
れ
、
明
治
期
に
も
有
効
な

悪
水
排
水
工
事
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
章
で
は
、
悪
水
排
水
路
建
設
へ
の
経
緯
に
つ
い
て

触
れ
た
後
に
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
思
い
描
い
た
悪
水
排
水

路
計
画
を
辿
っ
て
い
き
ま
す
。

地域と河川　第十二編

デ・レイケが計画した犀川排水路
－明治改修計画図に見る その５－

一
．
地
形
状
況

　
一
夜
城
で
知
ら
れ
る
大
垣
市
墨
俣
町
は
、
諸
河
川
の

合
流
点
を
意
味
す
る
「
洲
の
俣
」
が
地
名
と
な
っ
た
地

で
あ
り
、
墨
俣
輪
中
最
北
端
の
微
高
地
（
海
抜
七
～
八

ｍ
）
を
通
る
美
濃
街
道
が
墨
俣
輪
中
の
北
堤
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
美
濃
街
道
北
側
の
五
六
輪
中
は
、
東
南
部
を
長
良

川
、
東
北
部
を
糸
貫
川
の
自
然
堤
防
、
西
部
か
ら
南
部

は
犀
川
の
自
然
堤
防
に
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
と
な
り
、

堤
防
の
な
い
輪
中
北
部
か
ら
は
中
川
と
五
六
川
（
五
六

橋
川
）
が
河
間
水
（
自
噴
し
た
地
下
水
）
を
集
め
て
南

流
す
る
輪
中
で
あ
り
、
中
川
、
五
六
川
と
犀
川
は
「
城

の
越
」
（
現
在
の
墨
俣
一
夜
城
付
近
）
で
集
ま
り
、
狭

い
開
口
部
か
ら
長
良
川
へ
注
い
で
い
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
五
六
輪
中
は
北
部
が
開
い
た
、
あ
た
か

も
ロ
ー
マ
字
の
U
字
型
を
し
て
お
り
、
長
良
川
の
出
水

時
に
は
、
各
支
川
を
遡
上
す
る
長
良
川
の
濁
水
と
上
流

部
か
ら
流
下
し
て
く
る
洪
水
流
と
が
合
わ
さ
っ
て
堤
内

地
に
溢
流
し
、
越
流
水
は
五
六
輪
中
南
端
部
の
中
川
と

五
六
川
間
の
低
地
（
後
背
湿
地
の
野
田
新
田
や
野
白
新

田
付
近
）
に
集
ま
り
、
長
良
川
の
水
位
が
低
下
す
る
ま

で
自
然
排
水
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

位
を
押
し
上
げ
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
よ
う
で
、
赴

任
し
た
翌
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
に
、
牛
牧
村
ら
十

一
ヶ
村
が
本
田
代
官
所
に
提
出
す
る
五
六
閘
門
建
設
の

願
書
作
成
を
指
導
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

榑
川
の
喰
違
堰
は
、
明
治
改
修
工
事
で
締
切
ら
れ
る
ま

で
維
持
さ
れ
、
五
六
輪
中
は
長
良
川
か
ら
の
洪
水
遡
上

に
苦
労
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
、
川
崎
は
祖
父
江
村
の
五

六
川
に
五
六
閘
門
の
建
設
を
開
始
す
る
と
共
に
、
長
さ

約
四
㎞
強
の
五
六
川
両
岸
の
築
堤
工
事
を
閘
門
建
設
の

付
帯
工
事
と
し
て
行
い
、
翌
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年

に
五
六
閘
門
と
新
堤
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
五
六
閘
門
は
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
祖
父
江

村
か
ら
現
瑞
穂
市
牛
牧
に
移
動
さ
れ
、
明
治
四
十
（
一

九
〇
七
）
年
に
木
造
か
ら
人
造
石
（
三
和
土
）
で
改
築

さ
れ
ま
し
た
。
左
写
真
の
右
上
は
、
明
治
二
十
一
（
一

八
八
八
）
年
改
築
当
時
の
木
造
五
六
閘
門
で
す
。

　
な
お
「
閘
門
」
と
は
、
水
位
の
異
な
る
川
を
舟
な
ど

が
行
き
来
す
る
場
合
、
扉
間
（
閘
室
）
の
水
位
を
調
節

し
て
舟
を
通
す
機
能
が
あ
る
施
設
（
例
え
ば
「
船
頭
平

閘
門
」）
で
す
。
五
六
閘
門
は
正
確
に
は
「
水
門
」
な

の
で
す
が
、
大
榑
川
流
末
に
設
置
さ
れ
た
「
㝢
閘
門
」

の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
大
き
な
水
門
名
に
も
「
〇
〇
閘

門
」
と
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
五
六
輪
中
か
ら
の

　
　
悪
水
排
水

　
五
六
輪
中
か
ら
の
排
水
を
改
良
す
る
方
策
と
し
て
、

墨
俣
以
南
に
悪
水
新
川
（
排
水
路
）
を
掘
削
・
延
伸
す

る
計
画
が
早
く
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
（
一
）
江
戸
期
の
計
画

　
現
瑞
穂
市
南
部
の
悪
水
を
悪
水
新
川
に
よ
っ
て
下
流

部
へ
排
水
さ
せ
る
構
想
に
つ
い
て
、
安
藤
萬
寿
男
は
、

「
三
川
分
流
案
を
幕
府
に
建
言
し
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
為

永
が
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
の
美
濃
郡
代
在
任

中
に
す
で
に
発
案
・
企
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
左
図
は
、
五
六
川
か
ら
の
悪
水
新
川
が
墨
俣
輪
中
の

中
央
を
通
り
、
森
部
輪
中
の
西
端
さ
ら
に
福
束
輪
中
を

通
っ
て
大
榑
川
に
注
ぐ
画
期
的
な
計
画
図
で
し
た
。

　
同
図
の
作
図
者
と
作
成
年
次
は
不
明
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
安
藤
は
、
大
榑
川
の
洗
堰
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
三
月
以
降
で
、
ま
た

五
六
閘
門
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
移
動
す
る
前

の
当
初
位
置
に
あ
り
ま
す
の
で
、
作
図
は
そ
の
間
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
伊
藤
安
男
は
、
川
崎
平
右
衛
門
が
こ
の
計
画

を
企
画
し
た
と
考
え
、
作
成
年
次
を
安
藤
よ
り
少
し
短

い
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
か
ら
宝
暦
十
二
（
一
七
六

二
）
年
の
間
と
推
測
し
ま
し
た
。

川
が
合
流
し
て
長
良
川
に
注
ぐ
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

　
（
三
）
デ
・
レ
イ
ケ
の
答
申
と
震
災
復
興
工
事

　
前
述
の
工
事
よ
る
排
水
効
果
は
、
五
六
川
を
合
流
し

た
犀
川
が
大
き
く
東
に
湾
曲
し
、
さ
ら
に
狭
い
合
流
部

か
ら
長
良
川
に
注
ぐ
た
め
、
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
こ
で
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
に
、
岐
阜
県
は

五
六
川
を
野
白
新
田
で
犀
川
に
合
流
さ
せ
、
墨
俣
城
址

の
南
部
に
新
水
路
を
開
削
し
て
犀
川
を
長
良
川
に
排
水

さ
せ
る
計
画
を
立
案
し
、
デ
・
レ
イ
ケ
に
諮
問
し
ま
し

た
。
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
帰
っ
た
直
後
の

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
十
二
月
に
、
「
こ
の
計
画

で
は
悪
水
排
水
の
改
良
に
十
分
と
は
言
え
な
い
。
墨
俣

村
よ
り
下
方
で
長
良
川
に
排
水
さ
せ
れ
ば
そ
の
効
果
は

十
分
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
」
と

答
申
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
一
月
に
な
り
、
岐
阜
県

は
デ
・
レ
イ
ケ
に
諮
問
し
た
こ
の
工
事
の
許
可
を
内
務

大
臣
か
ら
得
ま
し
た
が
、
工
事
は
濃
尾
地
震
の
震
災
復

興
工
事
と
し
て
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
十
月
に

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
こ
の
城
ノ
越
南
端
部
で
の
排
水
は
、
芳
し

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
下
流
域

の
各
輪
中
か
ら
の
反
対
を
受
け

て
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

お
、
同
図
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

内
容
と
し
て
、
長
良
川
右
岸
側
と

揖
斐
川
左
岸
側
に
堤
防
を
設
け
、

五
六
川
・
犀
川
・
中
須
川
・
中
村

川
を
締
切
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
時
、
こ
の
締
切
り
計
画
は

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治

改
修
時
の
第
二
期
工
事
（
明
治
二

十
九
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
）
に

お
い
て
、
中
須
川
、
中
村
川
、
大

榑
川
の
締
切
工
事
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。

　
（
二
）
幕
末
か
ら
の
構
想

　
そ
の
後
、
輪
中
内
の
悪
水
排
水
対
策
を
行
う
主
河
川

は
、
輪
中
の
中
央
を
流
下
す
る
五
六
川
か
ら
犀
川
に
替

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
末
期
の
五
六
輪
中
か
ら
の
犀
川
排
水
路
は
、
①
嘉

永
年
間
（
一
八
四
八
～
一
八
五
二
）
に
、
犀
川
か
ら
墨

俣
輪
中
を
縦
断
し
、
中
村
川
（
明
治
改
修
で
廃
川
）
へ

の
排
水
、
②
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
、
犀
川
か
ら

墨
俣
輪
中
を
縦
断
し
、
中
須
川
（
明
治
改
修
で
廃
川
）

へ
の
排
水
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
墨
俣
輪

中
な
ど
の
反
対
で
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
③
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
に
、
墨
俣
輪
中
北
端
の
堤

外
地
「
城
ノ
越
」
（
墨
俣
城

址
）
の
西
岸
に
沿
っ
て
北
流

さ
せ
た
犀
川
に
、
南
流
し
て

き
た
五
六
川
を
合
流
さ
せ
て

長
良
川
に
注
ぐ
工
事
が
よ
う

や
く
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
工
事
の
資
料

は
な
く
、
右
図
は
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
に
岐
阜
県
が
作

成
し
た
図
で
、
犀
川
と
五
六

　
な
お
、
「
五
六
川
」
は
、
日
本
橋
か
ら
数
え
て
五
十

六
番
目
の
中
山
道
の
宿
場
・
美
江
寺
宿
の
付
近
を
流
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
五
六
川
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

二
．
五
六
輪
中
の
治
水

　
中
山
道
と
美
濃
街
道
に
挟
ま
れ
た
五
六
輪
中
（
十

七
ヶ
村
）
の
呼
称
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
以
降

に
使
用
さ
れ
始
め
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
牛
牧

輪
中
（
十
一
ヶ
村
）
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
五
六
輪
中
と
記
載
し
ま
し
た
。

　
（
一
）
五
六
閘
門
建
設
以
前

　
五
六
輪
中
の
村
々
は
、
五
六
川
へ
遡
上
す
る
濁
水
を

瑞
穂
市
祖
父
江
で
留
め
る
五
六
閘
門
（
牛
牧
閘
門
と
も

呼
ぶ
）
の
設
置
と
、
さ
ら
に
中
山
道
以
北
か
ら
五
六
川

へ
流
入
す
る
洪
水
に
耐
え
得
る
新
堤
築
造
と
を
笠
松
郡

代
所
や
多
良
高
木
家
に
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
山
道
以
北
の
美
江
寺
村
な
ど
は
、
出

水
時
の
排
水
悪
化
を
言
い
募
っ
て
反
対
し
た
た
め
、
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
【
祖
父
江
の
語
源
】

　
酸
化
鉄
を
含
む
赤
茶
色
の
水
を
「
そ
ぶ
水
」
と
言
い
、

こ
の
そ
ぶ
水
の
多
い
入
江
を
「
祖
父
江
」
と
名
付
け
た

よ
う
で
す
。
「
祖
父
江
」
の
地
名
は
、
本
稿
の
穂
積
市

祖
父
江
以
外
に
、
①
稲
沢
市
祖
父
江
（
木
曽
川
左
岸
か

ら
東
端
の
日
光
川
ま
で
）
、
②
養
老
郡
養
老
町
祖
父
江

（
小
畑
川
、
相
川
・
杭
瀬
川
に
囲
ま
れ
た
低
湿
地
）
で
、

い
ず
れ
も
低
湿
地
帯
に
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
二
）
川
崎
平
右
衛
門
に
よ
る
治
水

　
五
六
輪
中
内
の
悪
水
を
減
じ
る
最
初
の
工
事
を
行
っ

た
の
は
、
現
瑞
穂
市
本
田
に
あ
っ
た
美
濃
幕
府
領
本
田

代
官
所
の
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
（
一
六
九
四
～
一
七
六

七
）
で
し
た
。

　
川
崎
は
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
に
完
成
す
る
長

良
川
右
派
川
大
榑
川
の
喰
違
堰
が
、
長
良
川
上
流
の
水

さい かわ

ご

ろ
く

い
ち

が

ま

や
じ
ょ
う

み

え

じ

う
し

き

へ
い

ほ
う
れ
き

お
お
ぐ
れ

く
い

ぜ
き

ち
が
い

え

も
ん

か
ん
え
ん

て
ん
め
い

た

う

た

き

い

ざ
わ

や

そ
う
べ
い

た
め

な
が

き
ょ
う

ほ
う

も
り

ふ
く
づ
か

べ

か

え
い

け
い
お
う

用排水系図（部分）〈出典：穂積町史 史料編第２巻〉

人造石 (三和土 )工法による現五六閘門

右上：明治 21 年改築当時の牛牧輪中閘門樋

〈出典：穂積町史 史料編第２巻〉

五六橋川野田村より大榑川通大藪

村迄新川掘割目論見絵図

〈出典：岐阜県歴史資料館蔵 )

明治 10(1877) 年の城ノ越周辺地図

〈出典：環境インパクト－五六輪中の開発課程－〉

長良川右岸堤 (右側 )に隣接した新犀川排水路から犀川制水樋門後方の墨俣城を望む
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長
良
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
穂
積
市
南
端
の
五
六

輪
中
南
端
部
は
後
背
湿
地
帯
で
、
悪
水
の
排
水
に
苦
労

し
て
き
た
地
域
で
す
。

　
江
戸
時
代
、
五
六
輪
中
の
排
水
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
悪
水
排
水
路
を
輪
中
以
南
の
下
流
域
へ
延
伸
す
る

計
画
は
こ
と
ご
と
く
反
対
さ
れ
、
明
治
期
に
も
有
効
な

悪
水
排
水
工
事
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
本
章
で
は
、
悪
水
排
水
路
建
設
へ
の
経
緯
に
つ
い
て

触
れ
た
後
に
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
思
い
描
い
た
悪
水
排
水

路
計
画
を
辿
っ
て
い
き
ま
す
。

地域と河川　第十二編

デ・レイケが計画した犀川排水路
－明治改修計画図に見る その５－

一
．
地
形
状
況

　
一
夜
城
で
知
ら
れ
る
大
垣
市
墨
俣
町
は
、
諸
河
川
の

合
流
点
を
意
味
す
る
「
洲
の
俣
」
が
地
名
と
な
っ
た
地

で
あ
り
、
墨
俣
輪
中
最
北
端
の
微
高
地
（
海
抜
七
～
八

ｍ
）
を
通
る
美
濃
街
道
が
墨
俣
輪
中
の
北
堤
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
美
濃
街
道
北
側
の
五
六
輪
中
は
、
東
南
部
を
長
良

川
、
東
北
部
を
糸
貫
川
の
自
然
堤
防
、
西
部
か
ら
南
部

は
犀
川
の
自
然
堤
防
に
囲
ま
れ
た
後
背
湿
地
と
な
り
、

堤
防
の
な
い
輪
中
北
部
か
ら
は
中
川
と
五
六
川
（
五
六

橋
川
）
が
河
間
水
（
自
噴
し
た
地
下
水
）
を
集
め
て
南

流
す
る
輪
中
で
あ
り
、
中
川
、
五
六
川
と
犀
川
は
「
城

の
越
」
（
現
在
の
墨
俣
一
夜
城
付
近
）
で
集
ま
り
、
狭

い
開
口
部
か
ら
長
良
川
へ
注
い
で
い
ま
し
た
。

　
す
な
わ
ち
、
五
六
輪
中
は
北
部
が
開
い
た
、
あ
た
か

も
ロ
ー
マ
字
の
U
字
型
を
し
て
お
り
、
長
良
川
の
出
水

時
に
は
、
各
支
川
を
遡
上
す
る
長
良
川
の
濁
水
と
上
流

部
か
ら
流
下
し
て
く
る
洪
水
流
と
が
合
わ
さ
っ
て
堤
内

地
に
溢
流
し
、
越
流
水
は
五
六
輪
中
南
端
部
の
中
川
と

五
六
川
間
の
低
地
（
後
背
湿
地
の
野
田
新
田
や
野
白
新

田
付
近
）
に
集
ま
り
、
長
良
川
の
水
位
が
低
下
す
る
ま

で
自
然
排
水
を
待
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

位
を
押
し
上
げ
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
た
よ
う
で
、
赴

任
し
た
翌
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
に
、
牛
牧
村
ら
十

一
ヶ
村
が
本
田
代
官
所
に
提
出
す
る
五
六
閘
門
建
設
の

願
書
作
成
を
指
導
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

榑
川
の
喰
違
堰
は
、
明
治
改
修
工
事
で
締
切
ら
れ
る
ま

で
維
持
さ
れ
、
五
六
輪
中
は
長
良
川
か
ら
の
洪
水
遡
上

に
苦
労
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
年
、
川
崎
は
祖
父
江
村
の
五

六
川
に
五
六
閘
門
の
建
設
を
開
始
す
る
と
共
に
、
長
さ

約
四
㎞
強
の
五
六
川
両
岸
の
築
堤
工
事
を
閘
門
建
設
の

付
帯
工
事
と
し
て
行
い
、
翌
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年

に
五
六
閘
門
と
新
堤
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
五
六
閘
門
は
、
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
祖
父
江

村
か
ら
現
瑞
穂
市
牛
牧
に
移
動
さ
れ
、
明
治
四
十
（
一

九
〇
七
）
年
に
木
造
か
ら
人
造
石
（
三
和
土
）
で
改
築

さ
れ
ま
し
た
。
左
写
真
の
右
上
は
、
明
治
二
十
一
（
一

八
八
八
）
年
改
築
当
時
の
木
造
五
六
閘
門
で
す
。

　
な
お
「
閘
門
」
と
は
、
水
位
の
異
な
る
川
を
舟
な
ど

が
行
き
来
す
る
場
合
、
扉
間
（
閘
室
）
の
水
位
を
調
節

し
て
舟
を
通
す
機
能
が
あ
る
施
設
（
例
え
ば
「
船
頭
平

閘
門
」）
で
す
。
五
六
閘
門
は
正
確
に
は
「
水
門
」
な

の
で
す
が
、
大
榑
川
流
末
に
設
置
さ
れ
た
「
㝢
閘
門
」

の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
大
き
な
水
門
名
に
も
「
〇
〇
閘

門
」
と
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

三
．
五
六
輪
中
か
ら
の

　
　
悪
水
排
水

　
五
六
輪
中
か
ら
の
排
水
を
改
良
す
る
方
策
と
し
て
、

墨
俣
以
南
に
悪
水
新
川
（
排
水
路
）
を
掘
削
・
延
伸
す

る
計
画
が
早
く
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
（
一
）
江
戸
期
の
計
画

　
現
瑞
穂
市
南
部
の
悪
水
を
悪
水
新
川
に
よ
っ
て
下
流

部
へ
排
水
さ
せ
る
構
想
に
つ
い
て
、
安
藤
萬
寿
男
は
、

「
三
川
分
流
案
を
幕
府
に
建
言
し
た
井
沢
弥
惣
兵
衛
為

永
が
、
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
の
美
濃
郡
代
在
任

中
に
す
で
に
発
案
・
企
画
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
左
図
は
、
五
六
川
か
ら
の
悪
水
新
川
が
墨
俣
輪
中
の

中
央
を
通
り
、
森
部
輪
中
の
西
端
さ
ら
に
福
束
輪
中
を

通
っ
て
大
榑
川
に
注
ぐ
画
期
的
な
計
画
図
で
し
た
。

　
同
図
の
作
図
者
と
作
成
年
次
は
不
明
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
安
藤
は
、
大
榑
川
の
洗
堰
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
年
三
月
以
降
で
、
ま
た

五
六
閘
門
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
移
動
す
る
前

の
当
初
位
置
に
あ
り
ま
す
の
で
、
作
図
は
そ
の
間
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
伊
藤
安
男
は
、
川
崎
平
右
衛
門
が
こ
の
計
画

を
企
画
し
た
と
考
え
、
作
成
年
次
を
安
藤
よ
り
少
し
短

い
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
か
ら
宝
暦
十
二
（
一
七
六

二
）
年
の
間
と
推
測
し
ま
し
た
。

川
が
合
流
し
て
長
良
川
に
注
ぐ
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

　
（
三
）
デ
・
レ
イ
ケ
の
答
申
と
震
災
復
興
工
事

　
前
述
の
工
事
よ
る
排
水
効
果
は
、
五
六
川
を
合
流
し

た
犀
川
が
大
き
く
東
に
湾
曲
し
、
さ
ら
に
狭
い
合
流
部

か
ら
長
良
川
に
注
ぐ
た
め
、
芳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
そ
こ
で
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
に
、
岐
阜
県
は

五
六
川
を
野
白
新
田
で
犀
川
に
合
流
さ
せ
、
墨
俣
城
址

の
南
部
に
新
水
路
を
開
削
し
て
犀
川
を
長
良
川
に
排
水

さ
せ
る
計
画
を
立
案
し
、
デ
・
レ
イ
ケ
に
諮
問
し
ま
し

た
。
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
帰
っ
た
直
後
の

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
十
二
月
に
、
「
こ
の
計
画

で
は
悪
水
排
水
の
改
良
に
十
分
と
は
言
え
な
い
。
墨
俣

村
よ
り
下
方
で
長
良
川
に
排
水
さ
せ
れ
ば
そ
の
効
果
は

十
分
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
費
用
が
必
要
で
あ
る
」
と

答
申
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
一
月
に
な
り
、
岐
阜
県

は
デ
・
レ
イ
ケ
に
諮
問
し
た
こ
の
工
事
の
許
可
を
内
務

大
臣
か
ら
得
ま
し
た
が
、
工
事
は
濃
尾
地
震
の
震
災
復

興
工
事
と
し
て
明
治
二
十
四
（
一
八
九
一
）
年
十
月
に

施
工
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
デ
・
レ
イ
ケ
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
こ
の
城
ノ
越
南
端
部
で
の
排
水
は
、
芳
し

　
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
下
流
域

の
各
輪
中
か
ら
の
反
対
を
受
け

て
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

お
、
同
図
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き

内
容
と
し
て
、
長
良
川
右
岸
側
と

揖
斐
川
左
岸
側
に
堤
防
を
設
け
、

五
六
川
・
犀
川
・
中
須
川
・
中
村

川
を
締
切
る
計
画
で
す
。

　
こ
の
時
、
こ
の
締
切
り
計
画
は

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
明
治

改
修
時
の
第
二
期
工
事
（
明
治
二

十
九
年
度
か
ら
三
十
二
年
度
）
に

お
い
て
、
中
須
川
、
中
村
川
、
大

榑
川
の
締
切
工
事
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。

　
（
二
）
幕
末
か
ら
の
構
想

　
そ
の
後
、
輪
中
内
の
悪
水
排
水
対
策
を
行
う
主
河
川

は
、
輪
中
の
中
央
を
流
下
す
る
五
六
川
か
ら
犀
川
に
替

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
末
期
の
五
六
輪
中
か
ら
の
犀
川
排
水
路
は
、
①
嘉

永
年
間
（
一
八
四
八
～
一
八
五
二
）
に
、
犀
川
か
ら
墨

俣
輪
中
を
縦
断
し
、
中
村
川
（
明
治
改
修
で
廃
川
）
へ

の
排
水
、
②
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
、
犀
川
か
ら

墨
俣
輪
中
を
縦
断
し
、
中
須
川
（
明
治
改
修
で
廃
川
）

へ
の
排
水
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
墨
俣
輪

中
な
ど
の
反
対
で
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
③
慶
応
三
（
一
八
六
七
）

年
に
、
墨
俣
輪
中
北
端
の
堤

外
地
「
城
ノ
越
」
（
墨
俣
城

址
）
の
西
岸
に
沿
っ
て
北
流

さ
せ
た
犀
川
に
、
南
流
し
て

き
た
五
六
川
を
合
流
さ
せ
て

長
良
川
に
注
ぐ
工
事
が
よ
う

や
く
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
工
事
の
資
料

は
な
く
、
右
図
は
明
治
十
（
一

八
七
七
）
年
に
岐
阜
県
が
作

成
し
た
図
で
、
犀
川
と
五
六

　
な
お
、
「
五
六
川
」
は
、
日
本
橋
か
ら
数
え
て
五
十

六
番
目
の
中
山
道
の
宿
場
・
美
江
寺
宿
の
付
近
を
流
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
五
六
川
と
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

二
．
五
六
輪
中
の
治
水

　
中
山
道
と
美
濃
街
道
に
挟
ま
れ
た
五
六
輪
中
（
十

七
ヶ
村
）
の
呼
称
は
、
明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
以
降

に
使
用
さ
れ
始
め
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
牛
牧

輪
中
（
十
一
ヶ
村
）
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
で
は
五
六
輪
中
と
記
載
し
ま
し
た
。

　
（
一
）
五
六
閘
門
建
設
以
前

　
五
六
輪
中
の
村
々
は
、
五
六
川
へ
遡
上
す
る
濁
水
を

瑞
穂
市
祖
父
江
で
留
め
る
五
六
閘
門
（
牛
牧
閘
門
と
も

呼
ぶ
）
の
設
置
と
、
さ
ら
に
中
山
道
以
北
か
ら
五
六
川

へ
流
入
す
る
洪
水
に
耐
え
得
る
新
堤
築
造
と
を
笠
松
郡

代
所
や
多
良
高
木
家
に
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
中
山
道
以
北
の
美
江
寺
村
な
ど
は
、
出

水
時
の
排
水
悪
化
を
言
い
募
っ
て
反
対
し
た
た
め
、
実

施
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
【
祖
父
江
の
語
源
】

　
酸
化
鉄
を
含
む
赤
茶
色
の
水
を
「
そ
ぶ
水
」
と
言
い
、

こ
の
そ
ぶ
水
の
多
い
入
江
を
「
祖
父
江
」
と
名
付
け
た

よ
う
で
す
。
「
祖
父
江
」
の
地
名
は
、
本
稿
の
穂
積
市

祖
父
江
以
外
に
、
①
稲
沢
市
祖
父
江
（
木
曽
川
左
岸
か

ら
東
端
の
日
光
川
ま
で
）
、
②
養
老
郡
養
老
町
祖
父
江

（
小
畑
川
、
相
川
・
杭
瀬
川
に
囲
ま
れ
た
低
湿
地
）
で
、

い
ず
れ
も
低
湿
地
帯
に
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
（
二
）
川
崎
平
右
衛
門
に
よ
る
治
水

　
五
六
輪
中
内
の
悪
水
を
減
じ
る
最
初
の
工
事
を
行
っ

た
の
は
、
現
瑞
穂
市
本
田
に
あ
っ
た
美
濃
幕
府
領
本
田

代
官
所
の
川
崎
平
右
衛
門
定
孝
（
一
六
九
四
～
一
七
六

七
）
で
し
た
。

　
川
崎
は
、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
に
完
成
す
る
長

良
川
右
派
川
大
榑
川
の
喰
違
堰
が
、
長
良
川
上
流
の
水

さい かわ

ご

ろ
く

い
ち

が

ま

や
じ
ょ
う

み

え

じ

う
し

き

へ
い

ほ
う
れ
き

お
お
ぐ
れ

く
い

ぜ
き

ち
が
い

え

も
ん

か
ん
え
ん

て
ん
め
い

た

う

た

き

い

ざ
わ

や

そ
う
べ
い

た
め

な
が

き
ょ
う

ほ
う

も
り

ふ
く
づ
か

べ

か

え
い

け
い
お
う

用排水系図（部分）〈出典：穂積町史 史料編第２巻〉

人造石 (三和土 )工法による現五六閘門

右上：明治 21 年改築当時の牛牧輪中閘門樋

〈出典：穂積町史 史料編第２巻〉

五六橋川野田村より大榑川通大藪

村迄新川掘割目論見絵図

〈出典：岐阜県歴史資料館蔵 )

明治 10(1877) 年の城ノ越周辺地図

〈出典：環境インパクト－五六輪中の開発課程－〉

長良川右岸堤 (右側 )に隣接した新犀川排水路から犀川制水樋門後方の墨俣城を望む
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■
参
考
資
料

『
穂
積
町
史
　
史
料
編
第
２
巻
』

　
昭
和
五
十
一
年
四
月
　
穂
積
町

『K
I
S
S
O
 
v
o
l
.
2
0

　
長
良
・
揖
斐
両
川
の
大
正
改
修

　
を
た
ど
る
』
　
　
　
一
九
九
六
年
　
安
藤
萬
寿
男

『
美
濃
・
飛
騨
の
古
地
図
』

　
一
九
七
九
年
　
教
育
出
版
文
化
協
会

『
中
・
五
六
・
犀
の
三
川
合
併
新
川
掘
割
の
件
　
　

　
デ
・
レ
イ
ケ
の
木
曽
川
改
修
計
画
関
係
報
告
書
等

（
写
し
）
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
田
秀
吉
寄
贈

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
に
大
正
改
修
の

付
帯
工
事
（
支
派
川
改
修
）
と
し
て
、
再
び
下
流
輪
中

を
縦
断
す
る
犀
川
の
悪
水
排
水
路
が
計
画
さ
れ
ま
し
た

が
、
下
流
輪
中
の
住
民
に
よ
る
強
い
反
対
で
軍
隊
も
出

動
す
る
騒
乱
事
件
（
「
犀
川
事
件
」）
に
発
展
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
墨
俣
城
址
南
の
犀
川
流
末
か
ら
長
良
川
右

岸
に
隣
接
し
て
流
下
し
、
羽
島
大
橋
下
流
で
長
良
川
に

排
水
す
る
新
犀
川
排
水
路
が
、 

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）

年
に
通
水
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
デ
・
レ
イ
ケ
に
よ
る

　
　
排
水
路
計
画

　
前
章
で
記
述
し
た
よ
う
に
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
明
治
十

八
（
一
八
八
五
）
年
十
二
月
の
岐
阜
県
へ
の
答
申
で
、

五
六
輪
中
の
悪
水
は
墨
俣
村
よ
り
下
流
で
排
水
し
て
こ

画
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
し
い
排
水
路
が
、
長
良
川
右
岸
沿
い
か

ら
中
川
と
五
六
川
を
各
カ
ル
バ
ー
ト
（
原
図
で
は
英
文
。

そ
、
効
果
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
・
レ
イ

ケ
の
考
え
を
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月
以
降

に
完
成
し
た
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
で
確
認
し
て

み
ま
し
よ
う
。

左
図
は
、
「
木
曽
三
川
改
修
計
画
図
」
に
現
在
の
国
道

や
鉄
道
を
記
し
て
お
り
、
薄
い
水
色
は
旧
河
道
、
濃
い

水
色
は
開
削
し
た
河
道
で
、
緑
色
は
川
を
締
め
切
っ
て

で
き
た
土
地
、
堤
防
沿
い
の
赤
色
は
新
堤
を
示
し
て
い

ま
す
。
同
図
よ
り
、
犀
川
と
五
六
川
の
悪
水
を
個
別
に

排
水
す
る
デ
・
レ
イ
ケ
の
計
画
を
見
て
み
ま
す
。

　
（
一
）
五
六
川
の
排
水

　
五
六
川
の
排
水
に
関
し
て
は
、
同
図
を
見
る
と
犀
川

と
は
合
流
さ
せ
ず
、
流
末
部
の
川
幅
拡
張
を
行
い
、
長

良
川
に
単
独
で
注
い
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
図
中
の
犀

川
は
廃
川
と
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
揖
斐
川
に
注
ぐ
計

暗
渠
の
意
）
で
伏
越
し
、
墨
俣
輪
中
を
縦
断
し
て
中
須

川
に
注
い
だ
後
、
廃
川
の
中
須
川
河
道
内
の
排
水
路
に

接
続
す
る
形
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
二
）
犀
川
を
長
護
寺
川
に
落
と
す

　
五
六
輪
中
の
西
隣
の
七
崎
輪
中
は
、
輪
中
内
の
西
を

長
護
寺
川
が
、
東
を
犀
川
が
流
下
し
、
西
の
境
は
根
尾

川
（
藪
川
）
と
揖
斐
川
の
左
岸
堤
、
東
の
境
は
犀
川
の

左
岸
堤
つ
ま
り
五
六
輪
中
の
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
護
寺
川
は
、
七
崎
村
（
現
瑞
穂
市
七
崎
）
を
源
と

し
、
根
尾
川
の
伏
流
水
や
扇
状
地
の
湧
水
を
集
め
て
南

流
し
、
現
揖
斐
川
鉄
橋
直
上
流
で
合
流
し
て
お
り
、
こ

の
合
流
点
か
ら
上
流
約
七
〇
〇
ｍ
の
中
宮
村
（
現
瑞
穂

市
中
宮
）
間
の
揖
斐
川
左
岸
は
無
堤
地
で
、
霞
堤
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
明
治
改
修
図
の
揖
斐
川
左
支
川
の
長
護
寺
川
の
合
流

点
に
、
「
犀
川
が
流
入
す
る
部
分
」
（
原
文
は
英
語
）
と

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
犀
川
を
揖
斐
川
に
合
流
さ
せ
る
デ
・
レ
イ

ケ
の
計
画
は
、
こ
の
図
面
上
の
わ
ず
か
な
記
述
だ
け
に

現
れ
て
い
ま
す
が
、
デ
・
レ
イ
ケ
は
、
県
が
最
終
的
に

採
用
し
た
犀
川
と
五
六
川
を
合
流
さ
せ
る
案
で
は
な

く
、
流
量
が
大
き
い
犀
川
を
西
側
の
長
護
寺
川
を
合
流

さ
せ
て
揖
斐
川
に
排
水
す
る
計
画
を
企
て
て
い
た
、
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
も
し
明
治
改
修
時
に
こ
れ
ら
の
計
画
が
施
工
さ
れ
て

お
れ
ば
、
犀
川
騒
擾
事
件
も
発
生
し
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
な
お
付
け
加
え
る
と
、
現
瑞
穂
市
古
橋
（
巣

南
中
学
付
近
）
で
長
護
寺
川
を
犀
川
へ
合
流
さ
せ
る
工

事
は
、
大
正
改
修
工
事
で
最
初
に
着
工
し
た
大
正
十
二

（
一
九
二
三
）
年
か
ら
の
呂
久
地
先
の
新
川
付
け
替
え

工
事
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
．
お
わ
り
に

　
五
六
輪
中
南
端
部
の
悪
水
を
下
流
域
へ
流
下
さ
せ
る

計
画
は
、
江
戸
期
中
期
か
ら
明
治
期
ま
で
種
々
企
画
さ

れ
、
明
治
改
修
工
事
の
際
に
も
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
実

行
さ
れ
ず
、
よ
う
や
く
昭
和
の
時
代
に
な
っ
て
完
成
し

ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、
墨
俣
城
址
付
近
の
長
良
川
沿
い
に
は
多

く
の
排
水
機
場
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
東
京

ド
ー
ム
（
一
二
四
万
㎥
）
の
約
二
倍
に
相
当
す
る
犀
川

遊
水
地
も
完
成
し
て
お
り
、
よ
う
や
く
安
全
な
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う

か
す
み

て
い

ご

じ

ろ

く

明治改修計画時の五六川と犀川の悪水排水路〈木曽川文庫蔵〉

揖斐川鉄橋左岸上流部の明治 24(1891) 年と現在の対比

〈出典：今昔マップ on the web〉
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現
在
の
木
曽
川
の
流
路
は
、
過
去
の
流
路
と
は
異
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
天
正
十
四
（
一
五
八
八
）
年
の
大

洪
水
や
明
治
二
十
～
四
十
五
（
一
八
八
七
～
一
九
一
二
）

年
に
行
わ
れ
た
木
曽
三
川
分
流
工
事
が
流
路
変
更
の
要

因
で
す
。

　
前
者
は
自
然
災
害
が
原
因
で
あ
り
、
後
者
は
工
事
に

よ
る
人
為
的
な
環
境
の
改
変
が
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
現
在
の
木
曽
川
下
流
域
で
川
の
中
に
あ

る
遺
跡
に
つ
い
て
、
愛
知
県
愛
西
市
付
近
の
遺
跡
を
中

心
に
ま
と
め
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
問
題
に
つ
い
て
取
り

上
げ
ま
す
。

一
．
川
や
池
に
あ
る
遺
跡

　
「
遺
跡
」
と
聞
く
と
、
一
般
に
は
陸
地
に
あ
り
、

大
学
な
ど
の
研
究
機
関
や
行
政
組
織
な
ど
に
よ
っ
て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
、
か
つ
て
の
人
々
が
作
っ
た

建
物
や
道
路
な
ど
の
痕
跡
で
あ
る
「
遺
構
」
や
、
使
っ

て
い
た
道
具
で
あ
る
「
遺
物
」
な
ど
が
土
の
中
か
ら

出
て
く
る
場
所
を
思
い
浮
か
べ
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
海
や
川
、
湖
な
ど
の
水
中
に
も
遺
跡
は

あ
り
ま
す
。
中
学
・
高
校
の
教
科
書
な
ど
に
掲
載
さ

れ
る
遺
跡
で
は
、
旧
石
器
時
代
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
で

有
名
な
野
尻
湖
に
あ
る
野
尻
湖
遺
跡
群
、
河
川
工
事

を
契
機
に
調
査
さ
れ
て
縄
文
時
代
の
丸
木
舟
が
発
見

さ
れ
た
福
井
県
の
鳥
浜
貝
塚
、
池
の
中
か
ら
木
製
農

具
や
楼
閣
が
描
か
れ
た
土
器
が
出
土
し
た
奈
良
県
の

唐
子
・
鍵
遺
跡
、
河
川
敷
か
ら
中
世
の
瀬
戸
内
の
湊

町
が
発
見
さ
れ
た
広
島
県
の
草
戸
千
軒
町
遺
跡
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
か
つ
て
人
が
利
用
し
て
い
た

土
地
が
、
自
然
現
象
や
近
世
以
降
の
土
木
工
事
に

よ
っ
て
湖
や
川
に
変
化
し
た
こ
と
で
水
中
に
没
し
て

い
ま
し
た
。

二
．
自
治
体
史
な
ど
に
お
け
る

　
　
木
曽
川
の
中
に
あ
る
遺
跡

　
愛
西
市
付
近
の
木
曽
川
下
流
域
に
お
い
て
、
河
川

に
水
没
し
て
い
る
遺
跡
に
つ
い
て
自
治
体
史
な
ど
を

参
考
に
取
り
上
げ
る
と
、
次
の
四
つ
の
遺
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遺
跡
名
は
出
典
文
献
に
準
拠
し
て
い
ま
す

が
、
遺
構
や
遺
物
の
名
称
は
若
干
の
変
更
を
し
て
い

ま
す
。

木曽川の中にある遺跡
愛西市教育委員会生涯学習課　学芸員　高橋 秀光

か
ら

く
さ

ど

せ
ん
げ
ん
ち
ょ
う

こ

図１　木曽川中遺跡分布地図
〈出典：国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所作成
「木曽川堤防変遷図」を一部改変〉

写真１　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）

研究資料研究資料
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■
参
考
資
料

『
八
開
村
史
』
通
史
編

　
八
開
村
史
編
さ
ん
委
員
会
　
二
〇
〇
〇
年

『
八
開
村
史
』
資
料
編
２

　
八
開
村
史
編
さ
ん
委
員
会
　
一
九
九
六
年

『
畑
間
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』

東
海
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
八
年

『
愛
知
県
中
世
城
館
跡
調
査
報
告
』

愛
知
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
一
年

『
手
斧
猿
尾
』

岐
阜
県
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
　
二
〇
一
一
年

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
木
曽
川
下
流
河
川
事

務
所
Ｈ
Ｐ

（h
t
t
p
s://

w
w
w
.c
b
r.m

lit
.g
o
.j
p
/
kis

o
k
a
r
y
u
/

 
 i
n
d
e
x
.h
t
m
l

）

○
高
畑
水
没
遺
跡

（
愛
知
県
愛
西
市
高
畑
町
付
近
）

　
時
代
：
中
世
～
近
世

　
遺
構
：
井
戸
遺
構
、
墓
石

　
遺
物
：
山
茶
碗
、
小
皿
、
近
世
陶
器
、
近
世
瓦

　
　
　
　
石
臼
、
砥
石
、
鎌
、
銭
貨

　
概
要
：
昭
和
六
十
一
（
一
九
八
六
）
年
以
降
に
数
度
、

表
面
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
半
が
近
世
以

降
の
遺
構
・
遺
物
で
あ
り
、
明
治
の
改
修
工

事
時
に
廃
棄
さ
れ
、
水
没
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
し
か
し
、
中
世
陶
器
で
あ
る
山
茶
碗
も
確

認
さ
れ
て
い
る
た
め
、
下
層
に
は
中
世
の
遺

物
包
含
層
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
平

成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
に
文
化
財
保
護

法
の
適
用
を
受
け
る
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
日
原
水
没
遺
跡

（
愛
知
県
愛
西
市
・
岐
阜
県
海
津
市
境
界
付
近
）

　
時
代
：
中
世
～
近
世

　
遺
構
：
井
戸
、
石
組
遺
構

　
遺
物
：
土
器
、
瓦
、
銭
瓶
（
銭
甕
）

　
概
要
：
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
に
シ
ジ
ミ

取
り
猟
を
行
っ
て
い
る
際
に
銭
瓶
（
銭
甕
）

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
八
月
六
日

付
け
の
中
日
新
聞
の
報
道
で
は
、
銭
貨
七
，

〇
〇
〇
～
八
，
〇
〇
〇
枚
で
、
四
十
種
類
の

渡
来
銭
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
銭
甕
発
見
地
点
付
近
で
は
、
以
前
よ

り
井
戸
遺
構
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

○
木
曽
川
河
道
水
没
遺
構
遺
跡

（
愛
知
県
愛
西
市
）

　
時
代
：
近
世
？

　
遺
構
：
杭
、
石
積
み
（
堤
防
護
岸
の
根
固
工
）

　
概
要
：
地
点
と
し
て
は
四
ヶ
所
に
分
か
れ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
名
称
お
よ
び
遺
構
な
ど
が
記

載
さ
れ
て
い
る
の
は
三
ヶ
所
の
み
に
な
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
も
明
治
の
三
川
分
流
工
事
以
前
の

木
曽
川
左
岸
の
堤
防
護
岸
の
根
固
工
の
一
部

と
考
え
ら
れ
、
石
積
み
な
ど
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
点
に
よ
っ
て
丸
杭
や
角
杭
、
石

積
み
も
円
礫
や
角
礫
な
ど
の
違
い
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

○
御
粥
屋
敷
跡

（
愛
知
県
愛
西
市
）

　
時
代
：
中
世

　
遺
構
：
集
落
跡
（
中
世
城
館
跡
）

　
概
要
：
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
成
立
の
『
尾

張
志
』
に
よ
る
と
、
平
治
元
（
一
一
五
九
）

年
の
平
治
の
乱
に
敗
れ
た
源
義
朝
が
、
木
曽

川
を
渡
り
、
落
ち
延
び
て
き
た
際
に
、
土
地

の
者
が
粥
で
も
て
な
し
を
行
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
粥
を
食
べ
た
際
に
、
義
朝
が
使
用
し
た
柳

の
枝
の
箸
を
地
面
に
刺
し
た
と
こ
ろ
「
ね
じ

柳
」
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
の
三
川
分
流
工
事
の
際
に
、
粥
を
も

て
な
し
た
御
粥
藤
左
衛
門
の
屋
敷
と
「
ね
じ

柳
」
は
木
曽
川
に
水
没
し
ま
し
た
。

三
．
愛
西
市
付
近
の
木
曽
川
の

　
　
中
に
あ
る
遺
跡
の
特
徴

　
今
回
取
り
上
げ
た
遺
跡
は
、
す
べ
て
明
治
時
代
の

木
曽
三
川
改
修
工
事
以
前
は
陸
地
で
あ
っ
た
が
、
工

事
に
よ
っ
て
河
川
に
水
没
し
た
こ
と
が
共
通
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
三
川
分
流
工
事
以
前
の
木
曽

川
の
流
路
や
家
屋
、
堤
防
な
ど
の
構
造
物
の
位
置
や

様
相
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、

近
世
以
前
の
河
川
流
路
や
木
曽
川
下
流
域
周
辺
と
人

間
の
関
り
を
知
る
た
め
の
資
料
で
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
の
遺
跡
は
、
現
在
で
も
渇
水
時
や
大

潮
の
干
潮
時
に
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

四
．
文
化
財
保
護
法
に

　
　
お
け
る
扱
い

　
遺
跡
を
保
護
す
る
法
律
と
し
て
は
、
文
化
財
保
護

法
（
昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
日
法
律
第
二
一
四
号
、

以
下
、
保
護
法
）
が
あ
り
ま
す
。
保
護
法
で
は
、
土

地
に
埋
蔵
さ
れ
た
有
形
文
化
財
を
埋
蔵
文
化
財
と
し

て
位
置
づ
け
て
保
護
法
の
適
用
範
囲
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
「
地
下
、
水
底
そ
の
他
の
人
目
に
触
れ
得

な
い
状
態
に
お
い
て
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
有
形
文
化

財
」
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
木
曽
川
の
中
に
あ
る
遺

跡
も
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
「
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
発
掘
調
査
の

円
滑
化
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
十
年
九
月
二

十
九
日
庁
保
記
第
七
十
五
号
）
に
よ
れ
ば
、
埋
蔵
文

化
財
と
し
て
扱
う
年
代
は
「
お
お
む
ね
中
世
ま
で
に

属
す
る
遺
跡
」
と
し
、
近
世
以
降
の
遺
跡
は
「
地
域

に
お
い
て
必
要
な
も
の
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
「
近
現
代
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

お
い
て
特
に
重
要
な
も
の
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
「
必
要
な
も
の
」
も
し
く
は
「
特
に

重
要
な
も
の
」
と
位
置
づ
け
て
い
な
い
場
合
は
、
保

護
法
の
適
用
外
と
な
り
ま
す
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
た
木
曽
川
の
中
に
あ
る
遺
跡
で

は
、
高
畑
水
没
遺
跡
と
御
粥
屋
敷
の
み
が
適
用
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
．
埋
蔵
文
化
財
と
し
て
の

　
　
保
護
に
向
け
て

　
愛
西
市
付
近
に
所
在
す
る
木
曽
川
の
中
の
遺
跡
で

は
、
日
原
水
没
遺
跡
と
木
曽
川
河
道
水
没
遺
跡
が
保

護
法
の
適
用
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
遺
跡
を
「
近
世
以
降
の
遺
構
、
遺
物
の
み
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
・
近
代
以
降
の
治
水
史
を

理
解
す
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
遺
跡
」
と
し
て
保

護
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
実
際
に
岐
阜
県
で
は
、
近
世
の
遺
跡
で
も
あ
っ
て

も
木
曽
川
治
水
史
上
の
歴
史
的
価
値
が
あ
る
遺
跡
は

埋
蔵
文
化
財
と
し
て
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

工
事
な
ど
に
よ
っ
て
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
る
場
合
は
発

掘
調
査
を
行
い
、
記
録
保
存
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
木
曽
川
の
中
に
あ
る
遺
跡
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た

四
遺
跡
以
外
に
も
存
在
し
、
複
数
の
県
や
市
町
村
に

広
が
る
遺
跡
も
あ
る
た
め
、
統
一
的
な
考
え
の
も
と

で
保
護
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
護
に

よ
っ
て
浚
渫
や
ケ
レ
ッ
プ
の
改
修
、
架
橋
の
設
置
な

ど
の
現
在
の
治
水
工
事
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
影
響

や
対
処
方
法
を
考
え
た
上
で
保
護
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

た
か
は
た

ひ

わ
ら

て
ん
ぽ
う

へ
い

じ

表１　愛西市付近の木曽川の中にある遺跡一覧表
写真６　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）に残る木製構造物 (１)

写真７　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）に残る木製構造物 (２)
写真２　高畑水没遺跡の遺構・遺物写真

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真４　木曽川河道水没遺跡（愛西市塩田町付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真５　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真３　木曽川河道水没遺跡（稲沢市祖父江町神明津付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉
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西
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付
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代
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世
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遺
構
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瓦
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修
工
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。
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包
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れ
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年
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受
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。
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。
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〇
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。
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岸
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工
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概
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。
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岸
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岸
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落
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概
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落
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じ
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」
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し
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。
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の
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敷
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ね
じ

柳
」
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川
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水
没
し
ま
し
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。

三
．
愛
西
市
付
近
の
木
曽
川
の

　
　
中
に
あ
る
遺
跡
の
特
徴

　
今
回
取
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上
げ
た
遺
跡
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す
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明
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時
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知
る
た
め
の
資
料
で
あ
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知
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た
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資
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も
あ
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ま
す
。
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干
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こ
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ま

す
。

四
．
文
化
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け
る
扱
い

　
遺
跡
を
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す
る
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と
し
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、
文
化
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法
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昭
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月
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日
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）
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あ
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す
。

　
ま
た
、
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触
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さ
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」
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め
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。
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。
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を
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と
が
で
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」
と
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。
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。
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の
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的
価
値
が
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る
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は
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を
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は
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以
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に
も
存
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し
、
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や
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に
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る
遺
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も
あ
る
た
め
、
統
一
的
な
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と

で
保
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を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
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護
に
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っ
て
浚
渫
や
ケ
レ
ッ
プ
の
改
修
、
架
橋
の
設
置
な

ど
の
現
在
の
治
水
工
事
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
影
響

や
対
処
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を
考
え
た
上
で
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に
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り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
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表１　愛西市付近の木曽川の中にある遺跡一覧表
写真６　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）に残る木製構造物 (１)

写真７　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）に残る木製構造物 (２)
写真２　高畑水没遺跡の遺構・遺物写真

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真４　木曽川河道水没遺跡（愛西市塩田町付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真５　木曽川河道水没遺跡（愛西市下大牧町付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉

写真３　木曽川河道水没遺跡（稲沢市祖父江町神明津付近）

〈出典：八開村史 資料編２〉
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　現在の赤煉瓦（JIS普通れんが）の寸法は、長さ×幅×厚さ＝210×100×60ｍｍ（図１）ですが、明治頃の寸

法は、年代による傾向があります。まずは、煉瓦製造の歴史のお話からです。

　日本での赤煉瓦は、第１号が安政4（1857）年頃に蘭人ハルデスが長崎で焼かせた煉瓦（220×104×39ｍ

ｍ）、第２号が慶応２（1866）年に仏人ヴェルニーが横須賀で焼かせた煉瓦（230×118×45ｍｍ）に始まり、

明治２（1869）年に英人ウォートルスが関西地区第1号として焼かせた煉瓦（195×120×55ｍｍ）等々と続い

ていきます。

　これら幕末・明治初期の寸法は、現在のものよりも平（図１参照）の面が大きく、厚さが薄いのが特徴です。こ

れは、技術的に厚く焼けなかったことと、指導者であった西洋人の手にあった寸法が導入されたからと考えられています。

　しかし、煉瓦は積む際に片手で持ち作業するため、片手でつかめる大きさ（幅）が必要です。そのため、日本人の手にあうように平の面を小さくし、厚

みを増す改良が加えられていきました。これにより、例外はあるものの、煉瓦は平の面が大きく薄い程年代が古い傾向になります。

　明治35（1902）年に完成した船頭平閘門に使われている煉瓦（222×106×56ｍｍ：令和２年実測平均）も、現在より平の面が大きく、薄めの寸

法となっています。

　最後に、最近の話題をひとつ。幕末の国内製造赤煉瓦は、従来、上記の長崎・横須賀の２つですが、その可能性が示唆されてきた場所のひとつに、薩

摩藩が極秘裏に建設した奄美大島の白糖工場がありました。平成27～29年の現地調査にて、慶応元（1865）年に奄美大島にて焼かれたと考えられ

る赤煉瓦（258×128×88ｍｍ）が見つかったのです。この時期として今までにない厚みの煉瓦です。海外産の煉瓦を見本に、素人が製造した感が否

めない品質ではあったようですが、ここへグラバー商会より派遣されていたのはウォートルスです。上記の関西第１号煉瓦や銀座煉瓦街に関わったあの

人物です。

　この厚みは？　国産第2号？　これからの研究が楽しみですね。

「日本人の手に合わせた赤煉瓦　その１」

図1：JIS普通れんがの寸法
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